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温
暖
な
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
も
相
ま
っ
て
、
い
ま
や
人
口
は
三

七
、
○
○
○
人
を
超
え
静
岡
県
下
第
一
位
の
町
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
社
会
生
活
の
変
化
や
多
様
化
、
そ
れ
を
と
り
ま

く
環
境
も
急
変
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
古
く
よ
り
伝
わ
る
風
俗
や
慣
習
な
ど
も

我
々
の
目
前
か
ら
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
い
く
も
の
も
少
な
く
は
あ
り
ま

私
た
ち
の
郷
土
函
南
町
は
、
わ
が
国
で
も
有
数
の
観
光
地
Ｉ
伊
豆
半
島
ｌ
の
玄
関
口
に
位
置
し
、
北
に
は
富
士
を
仰
ぐ
風
光
明
媚
な
土
地
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に
対
し
、
貴
重
な
資
料
の
消
滅
や
散
逸
を
防
ぎ
、
当
町
の
近

世
の
正
し
い
歴
史
を
知
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
度
よ
り
町
内
古
文
書
収
集
調
査

今
回
こ
こ
に
、
そ
の
第
三
次
調
査
成
果
と
し
て
大
竹
・
田
中
家
（
章
氏
所

蔵
）
古
文
書
が
二
か
年
の
調
査
期
間
を
経
て
資
料
集
第
一
分
冊
と
し
て
発
刊
で

き
る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
．
本
書
が
当
函
南
町
及
び
周
辺

地
域
に
お
け
る
近
世
史
を
研
究
す
る
上
で
の
好
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る

事
業
を
実
施
し
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

せ
ん
。終

わ
り
に
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
皆
様

方
、
そ
し
て
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
田
中
章
様
に
対
し
ま

し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

こ
と
を
切
望
し
て
発
刊
の
序
と
い
た
し
ま
す
。

１
１

序

へ

函
南
町
教
育
委
員
会
教
育
長

籠

玲

十

小

必

舳

平

成

九

年

三

月

~



一

一
、
本
書
は
静
岡
県
田
方
郡
函
南
町
大
竹
に
所
在
す
る
田
中
家
古
文
書
の
資
料
集

の
第
一
分
冊
、
田
中
家
古
文
書
資
料
集
（
壱
）
で
あ
る
．

二
、
田
中
家
古
文
書
は
膨
大
な
数
で
あ
り
、
近
代
以
降
を
除
く
主
要
な
資
料
を
二

分
冊
で
田
中
家
古
文
書
資
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
．

三
、
田
中
家
古
文
書
の
資
料
総
数
や
目
録
は
、
次
年
度
に
刊
行
予
定
の
田
中
家
古

文
書
資
料
集
（
弐
）
に
掲
載
す
る
．

四
、
本
書
に
掲
載
し
た
資
料
は
、
田
中
家
古
文
書
の
う
ち
支
配
関
係
、
貢
租
関
係
、

交
通
関
係
、
身
分
関
係
の
う
ち
主
要
な
十
二
点
で
あ
る
．

五
、
本
書
に
係
る
資
料
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
に
函
南
町
教
育
委
員

会
が
田
中
家
よ
り
借
り
受
け
て
、
原
本
を
コ
ピ
ー
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
．

六
、
本
書
に
係
る
事
業
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
が
計
画
し
た
町
内
古
文
書
収
集

調
査
事
業
の
第
三
次
調
査
と
し
て
、
平
成
七
年
二
月
よ
り
平
成
九
年
三
月
に
か

け
て
行
な
い
、
資
料
の
解
読
・
原
稿
執
筆
は
次
の
調
査
員
（
函
南
町
歴
史
研
究

会
会
員
等
）
に
依
頼
し
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
．

氏
名
の
次
の
（
歴
）
は
歴
史
研
究
会
会
員
を
示
す
．
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

香
川
幸
夫
（
歴
）
田
中
悟
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
九
年
三
月
）

笠
松
幸
一
（
歴
）
田
中
茂
子
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
九
年
三
月
）

山

田

幸

次

郎

（

平

成

七

年

二

月

ｌ

平

成

七

年

十

月

）

野
上
裕
子
高
橋
義
治
（
歴
）
（
平
成
七
年
二
月
ｌ
平
成
七
年
七
月
、
六
月
）

凡

側

七
、
本
書
を
構
成
す
る
に
あ
た
り
次
の
点
を
統
一
し
て
い
る
．

（
こ
文
章
は
読
み
下
し
文
と
し
た
。

（
二
）
前
行
に
あ
る
［
被
］
［
可
］
の
よ
う
に
次
行
で
読
み
下
す
場
合
、
そ

の

文

字

の

位

置

を

示

す

た

め

、

前

行

に

（

）

書

き

で

示

し

た

。

（
三
）
○
○
衛
門
、
○
兵
衛
、
候
は
活
字
体
と
し
た
．

（
四
）
虫
喰
、
損
傷
な
ど
の
不
明
箇
所
は
、
字
数
を
推
算
し
ロ
ロ
と
し
た
．

（
五
）
文
章
及
び
文
字
の
読
み
方
が
難
解
な
箇
所
は
ル
ビ
を
つ
け
た
．

（
六
）
原
文
を
尊
重
し
・
異
体
字
は
忠
実
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
よ
う
に
努

め
た
．
な
お
、
宛
字
、
誤
字
、
そ
の
他
疑
問
と
思
わ
れ
る
原
字
も
原
文

の

ま

ま

書

い

て

（

マ

マ

）

と

し

た

．

八
、
本
書
の
編
集
は
、
調
査
員
の
香
川
田
中
笠
松
田
中
の
四
氏
が
行
な
い
、

大
竹
村
の
概
説
に
つ
い
て
は
「
序
説
」
と
し
て
田
中
悟
氏
が
執
筆
し
た
．

九
、
本
事
業
に
係
る
事
務
局
は
、
函
南
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
担
当
し
、

資
料
（
原
本
写
、
解
読
文
、
未
掲
載
を
含
む
）
は
事
務
局
で
保
管
し
て
い
る
．

十
、
巻
末
に
、
明
治
四
年
及
び
同
六
年
に
韮
山
縣
に
提
出
し
た
大
竹
村
の
絵
図
面

、
巻
末
に
、
明
治
四
年
及
び
同
六
年
に
韮
山
縣
に
提
出
し
た
大
竹
村
α
維
区
盾

を
掲
載
し
た
。
（
田
中
家
所
蔵
）

本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
示
さ
れ
快
く
資
料

を
ご
提
供
く
だ
さ
れ
た
田
中
章
氏
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
．
本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
、
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
ご
好
意

に
対
す
る
責
務
の
一
端
を
果
た
し
た
も
の
と
存
じ
ま
す
．
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年
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澤
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縄
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四
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Ⅲ
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嘉

永

二

年

伊

豆

國

田

方

郡

大

竹

村

切

支

丹

宗

門

御

改

御

帳

安

政

元

年

助

郷

安

政

五

年

當

午

御

年

貢

米

御

蔵

納

出

辻

庭

帳

萬

延

元

年

往

還

国

役

村

入

用

小

前

割

帳
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~





序
説
函
南
町
大
竹
は
、
狩
野
川
の
支
流
、
来
光
川
と
函
南
冷
川
の
合
流
点
を

軸
に
、
箱
根
山
の
裾
野
が
狩
野
川
平
野
に
下
る
台
地
の
末
端
に
位
置
し
て

い
る
・
地
名
は
、
豆
州
志
稿
に
「
村
人
云
う
、
モ
ト
桑
原
ト
ー
村
ナ
ル
時
、

大
竹
林
ア
リ
シ
故
、
地
名
ト
ス
。
」
と
あ
る
が
、
現
在
も
田
中
章
家
の
裏

山
に
、
大
き
な
竹
林
が
見
ら
れ
る
。

先
土
器
時
代
の
上
原
（
俗
称
原
の
台
）
遺
跡
、
古
墳
時
代
の
「
八
重
窪

横
穴
群
（
町
文
化
財
指
定
）
」
（
田
中
章
家
、
飯
塚
勝
家
）
も
あ
り
、
か

な
り
古
く
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

大
竹
に
関
す
る
文
献
は
少
な
い
が
、
一
番
古
い
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

文
書
に
、
大
竹
の
杉
山
一
男
氏
宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
「
法
國
山
光
明
院

蓮
華
寺
縁
起
」
（
以
下
「
光
明
院
縁
起
」
と
す
る
）
が
あ
る
．
こ
れ
は
、

元
禄
二
年
・
一
六
八
九
年
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
．
こ
れ
に
よ
る

と
「
永
暦
元
年
・
一
一
六
○
年
に
、
源
頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
て
き
た
と

き
に
、
一
番
初
め
に
食
糧
を
届
け
た
の
が
、
大
竹
の
地
を
先
祖
か
ら
数
代

の
采
地
と
し
て
い
た
比
企
掃
部
亮
藤
原
の
遠
宗
と
い
う
も
の
だ
っ
た
」
（

現
代
文
に
意
訳
、
以
下
同
じ
）
と
あ
り
、
「
頼
朝
は
、
多
い
に
喜
ん
で
、

肌
の
守
り
に
し
て
い
た
観
世
音
を
遠
宗
に
与
え
、
『
汝
が
領
地
に
安
置
せ

よ
、
霊
応
無
比
の
尊
像
な
り
』
と
い
っ
た
の
で
、
遠
宗
は
．
大
竹
に
戻
り

一
堂
を
建
て
頼
朝
の
開
運
を
祈
っ
た
。
」
と
あ
る
。

更
に
「
頼
朝
は
、
治
承
四
年
．
一
一
八
一
年
に
、
平
家
討
伐
の
旗
を
揚

げ
、
源
氏
の
時
代
を
迎
え
た
と
き
、
こ
の
恩
を
忘
れ
ず
遠
宗
の
嫡
子
比
企

藤
四
郎
能
員
を
判
官
代
と
し
、
武
蔵
国
比
企
郡
一
帯
を
与
え
、
大
竹
は
、
~

北
條
遠
江
守
時
政
に
与
え
た
。
」
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
、

他
の
文
献
に
は
出
て
来
な
い
の
で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。

応
永
五
年
．
一
三
九
八
年
の
「
走
湯
山
領
関
東
知
行
地
注
文
」
の
豆
州

の
う
ち
に
、
「
大
田
家
村
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
竹
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
室
町
時
代
に
は
、
伊
豆
山
神
社
の
社
領
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
（
三
宝
院
文
書
／
神
奈
川
県
資
料
編
３
）

「
光
明
院
縁
起
」
に
は
、
『
戦
国
時
代
を
迎
え
、
天
文
年
間
（
一
五
三

二
’
一
五
五
五
年
）
の
頃
に
は
、
跡
か
た
も
な
く
擦
練
滴
々
た
る
空
原
と

化
し
て
し
ま
っ
た
。
』
と
あ
り
、
『
天
正
十
年
・
一
五
八
二
年
に
、
蛾
田

信
長
の
為
に
武
田
勝
頼
が
滅
ぼ
さ
れ
、
武
田
の
家
臣
も
討
た
れ
た
が
、
杉

山
五
郎
左
衛
門
は
、
都
留
の
里
か
ら
山
中
（
湖
）
に
逃
れ
、
三
島
に
身
を

潜
め
て
い
た
。

た
ま
た
ま
古
老
か
ら
一
里
ほ
ど
離
れ
た
大
竹
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
昔
、

北
條
の
領
地
で
繁
盛
し
て
い
た
が
、
今
は
狐
狸
の
棲
み
か
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
土
地
を
開
き
住
み
つ
い
た
ら
ど
う
か
と
教
え
ら
れ
、
喜
ん
で
移
り
住

ん
で
い
る
と
、
半
年
ば
か
り
の
間
に
同
じ
武
田
の
旧
家
臣
栗
田
将
監
・
田

中
助
太
郎
・
縫
藤
右
衛
門
な
ど
が
後
を
慕
っ
て
尋
ね
来
て
、
軒
を
並
べ
て

住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
』
と
あ
る
。
こ
の
人
達
の
名
の
中
に
「
文
禄
三
年

・
一
五
九
四
年
御
縄
打
水
帳
」
に
出
て
く
る
の
が
あ
る
・

さ
ら
に
「
し
か
し
、
伊
豆
は
永
正
の
頃
・
一
五
○
四
’
一
五
二
一
年
か

ら
、
北
条
早
雲
の
領
地
と
な
り
、
此
の
辺
の
村
々
は
、
後
北
条
の
重
臣
間

宮
豊
前
守
好
高
が
治
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
天
正
十
八
年
．
一
五
九
○
年
の
春
、
太
閣
秀
吉
が
北
條
氏

政
を
征
伐
の
た
め
、
自
ら
出
馬
し
て
く
る
。
北
條
方
は
、
驚
い
て
山
中
の

城
に
待
ち
受
け
戦
争
の
用
意
を
し
た
。
大
竹
の
者
は
、
全
員
小
田
原
に
篭

も
る
べ
し
と
の
命
令
に
よ
り
、
杉
山
以
下
小
田
原
に
三
か
月
と
四
日
も
篭

城
し
た
。
此
時
、
大
竹
村
は
、
軍
勢
の
放
火
に
あ
っ
て
家
は
、
残
ら
ず
焼

-11-



一一 ＝．ー ＝

’

き
払
わ
れ
、
古
来
の
記
録
も
総
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

同
年
七
月
七
日
、
北
條
氏
の
降
伏
に
よ
り
小
田
原
は
落
城
し
、
杉
山
等

は
、
皆
大
竹
に
戻
り
家
を
建
て
な
お
し
て
住
み
つ
い
た
。
」
と
あ
る
・

同
文
書
に
は
、
こ
の
あ
と
、
文
禄
三
年
・
一
五
九
四
年
の
所
謂
「
太
閣

検
地
」
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
の
事
は
、
「
歴
研
」
第

二
二
号
（
平
成
六
年
）
及
び
第
二
三
号
（
平
成
七
年
）
誌
上
に
平
井
の
笠

松
幸
一
さ
ん
が
発
表
さ
れ
た
、
「
函
南
町
の
旧
村
々
を
支
配
し
た
人
々
」

及
び
同
補
正
か
ら
、
大
竹
村
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、

建
久
四
年
．
一
一
九
三
年
に
は
、
駿
河
伊
豆
守
守
護
職
北
條
時
政
の
支

配

。

明
応
二
年
・
一
四
九
三
年
…
…
…
韮
山
城
主
伊
勢
新
九
郎
領
地
。

天
正
一
○
年
．
一
五
八
二
年
．
…
：
同
北
條
美
濃
守
氏
規
領
地
。

同
一
八
年
．
一
五
九
○
年
：
。
…
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
長
支

配

。

慶
長
八
年
．
一
六
○
三
年
…
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
政
支
配
．

寛
永
九
年
．
一
六
三
二
年
…
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
利
支
配
。

寛
文
六
年
．
一
六
六
六
年
．
：
…
同
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
暉
支
配
。

元
禄
一
一
年
。
一
六
九
八
年
…
…
旗
本
阿
部
文
蔵
知
行
（
一
部
・
○
石

九

斗

八

升

九

合

分

）

・

宝
永
元
年
・
一
七
○
四
年
．
…
：
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
暉
支
配
。

享
保
一
○
年
・
一
七
二
五
年
．
…
：
三
島
代
官
河
原
清
兵
衛
支
配
。

明
和
四
年
．
一
七
六
七
年
：
…
…
・
韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
毅
支

明
和
六
年
．
一
七
六
九
年
．

天
明
五
年
．
一
七
八
五
年
．

配
。

J
’

：
…
・
上
州
館
林
藩
松
平
右
近
将
監
領
地
。

：
：
小
田
原
藩
大
久
保
加
賀
守
忠
増
領
地
。

天
保
五
年
．
一
八
三
四
年
の
天
保
郷
帳
で
は
、
一
○
五
石
一
斗
四
升

六
合
で
あ
る
。
秋
山
富
南
の
「
豆
州
志
稿
」
を
伊
豆
長
岡
町
小
坂
の

萩
原
正
平
、
正
夫
父
子
が
増
訂
し
た
「
増
訂
豆
州
志
稿
」
を
見
る
と

（
○
印
は
、
原
本
、
〔
増
〕
印
は
、
増
訂
分
）

○

大

竹

村

○
田
額
百
五
石
六
合
内
新
田
三
斗
八
升
五
合

｛
増
〕
反
別
六
拾
五
町
八
反
七
畝
拾
六
歩
、
内
、
田
八
町
三
反
一
畝
廿

三
歩
、
畑
十
三
町
五
反
五
畝
五
歩
、
宅
地
一
町
六
反
九
畝
十
六
歩
、
山
林

三
十
九
町
七
反
八
畝
九
歩
、
原
野
二
町
十
五
歩
、

一
増
〕
地
価
金
六
千
九
百
壱
圓
六
拾
九
銭
三
厘
、

と
な
っ
て
い
る
．

村
高
に
対
し
て
、
割
り
当
て
ら
れ
た
年
貢
米
は
、
「
年
貢
免
状
」
に
記

さ
れ
て
い
る
が
、
函
南
町
誌
上
巻
（
昭
和
四
九
年
．
一
九
七
四
年
発
行
）

に
、
三
島
市
の
鈴
木
勝
彦
氏
が
ま
と
め
た
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹

介
す
る
。
（
別
表
）

明
治
元
年
・
一
八
六
九
年
．
…
：
…
小
田
原
藩
知
事
大
久
保
忠
良
支
配
。

同

年

・

同

年

…

・

…

：

韮

山

県

知

事

江

川

英

武

支

配

（

旗

本

阿
部
氏
知
行
分
）
で
あ
る
。

村
高
は
、
文
禄
三
年
・
一
五
六
○
年
の
検
地
で
は
、
一
○
二
石
余
、

元
禄
十
五
年
．
一
七
○
二
年
の
元
禄
郷
根
で
は
、
一
○
五
石
○
○
四

〈
ロ
、

－2－
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一

泌 糾

鄙 鄭

鄙 邦

錨 受

謝 鹿

認 肩

剴 粛

三 一 当 一

二 一 卦 一

滞 実

剤 昌

諏 屠
課 溥

料 言

湫 索

震 言

滞 澪
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

｛ ｝ 《 一 部

い 《 一 粋

《 一 へ 「 ”

』 』 《 一 斗

一 弐 一 帥

四 恥 祠

画 衞

今 令

ら 補

』 い 《 和

画 令

芦 、 《 詞

四 へ 詞

墜 《 「

四 笥

切 へ 「

（ ） 《 詞

~ ~

~ ~ ~ ~

一 計 引 玩 毛 吟 一 生 ‐ 一 準 幸 ⑯ ｜ 軸 逼

』 今 １ 《 つ つ 岸 の １ ｍ ｍ 《 ↑

岸 昏 ｌ 曹 司 四 一 四 Ｉ 。 『 へ 一

号 － １ 今 つ ⑦ 一 つ １ ｍ ｍ 」

戻 千 の 四 画 声 の ’ 一 つ へ 一

骨 《 ｌ へ 一 つ の

』 《 ｌ ↑ つ つ

』 今 １ 《 つ つ

岸 昏 ｌ 曹 司 、

田
己

米
米
ロ
レ
ロ
レ

念
禽

l
I

s
g
函
函

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

』 《 』 － 画 』 四

』 』 Ｉ 今 司 つ

一 つ １ ， ， つ

岩 国 ｌ 」 ④ 二

一 《 ｝ Ｉ 今 幸 畠

』 《 ｝ ｌ へ 一 璽 言

一 〔 ｝ Ｉ 函 、 ］

』 （ ｝ Ｉ 、 国 司

』 轡 １ つ 国 司

~ ~
岸 毎 １ ｍ の 今

岸 つ １ ｍ ｍ 声 一

声 の １ ｍ ｍ 一 一

一 四 ’ ○ 『 へ 一

一 切 ’ 一 「 、

罠 切 ‐ ‐ 今 司 （ 〕

』 ｛ 〕 ｌ 』 岸 つ

］ ⑫ １ （ ｝ 四 ｍ

』 句 １ つ 画 、

一 曇 － １ 画 の 二 宮 つ ’ 四 つ 空 つ ！ ］ 四 一

胃 の １ ｍ 函 今 』 函 Ｉ ］ 画 信 一 つ ｌ 今 今 つ

］ ↑ ｌ 「 』 ↑ 』 一 ’ つ つ 四 つ ’ 一 一 つ

冒 函 １ ｍ つ 』 、 ’ ＠ つ 『 つ ’ 四 四 今

』 』 １ ， ℃ 四 つ ’ 四 ｍ ｍ

』 芦 ｌ 今 ＠ つ つ ’ 四 つ の

一 つ １ つ 国 司 。 ｌ い つ ⑦

一 』 ｌ 《 四 つ つ Ｉ い つ ③

』 』 ’ 一 ＠ つ つ ’ 四 つ （ ）

つ Ｉ い つ 二

罠 ） １ つ （ ） 罰 つ 四 二 つ － － 画 『 今

一 つ １ つ 。 ② つ ｌ 雪 《 ② 』 ’ 四 劃 へ 一

？ ⑨ ９ ？ 葛 員 山 四 一

畳 つ ’ つ つ 四 つ ’ 四 ｍ 函 』 １ 画 函 《

』 （ ） １ つ ＠ ｍ つ ’ 四 ｍ 函 岸 １ 国 函 今

臺 米 の 四 出 血 ④

臺 米 咋 甲 扇 ④

号 ！ “ ぬ ら

』 １ 画 函 《

岸 』 ｉ ｍ ＠ 塁 つ ‐ ぬ の ③

器 塞 遷 志 一 蕊 一 鑿 ”

’ 1

汁 式 茸 椅 酬 詠 莞

つ ’ 四 《 一 司 岸 － ｍ ｍ ＠ つ １ つ 函 四

つ ’ 四 つ 三 つ ’ ＠ 祭 司 旨 １ ， 句 今 つ １ つ 函 雪

試 雪

』 １ 画 ＠ ｍ 』 Ｉ 『 、 ＠ つ Ｉ （ ） の 包

皀 １ 国 ④ 包 営 Ｉ ↓ の つ つ １ つ 函 包

○ ’ 四 今 今 』 ｌ 包 亜 つ ・ Ｉ つ 司 （ ）

つ １ つ 』 つ 』 Ｉ 包 つ つ つ ’ つ つ 唾

－ － 画 『 《 岸 ’ 四 つ 《 ｝ Ｃ ｌ つ い 』

』 ’ 四 劃 へ 一 号 ｉ ｍ ｍ 轡 ・ ‐ （ ） 函 一

』 １ ｍ ｍ ］ つ １ つ 函 芦

芦 １ ｍ ｍ 』 Ｃ ｌ つ ぃ 一

三 １ 国 函 今 芦 １ ｍ ｍ 芦 つ １ つ 函 』

四 １ 骨 、 ④ つ １ つ 国 芦

函 ｌ 』 、 ＠ つ １ つ 函 芦

つ ’ ＠ ↑ 『 芦 １ ｍ ｍ 二 つ １ つ 函 （ ｝

つ ’ 四 一 『 』 １ ｍ ｍ 」 つ １ つ 函 四

つ ‐ 四 今 包 』 １ ｍ ｍ 四 つ １ つ 国 璽

つ ｌ 四 谷 劃 』 Ｉ 四 四 ＠ つ １ つ 四 四

』 １ 画 ＠ ｍ

』 １ 国 ④ 『

○ ’ 四 今 今

つ １ つ 』 つ

－ － 画 『 《

』 ’ 四 劃 へ 一

言 ！ “ ぬ ら

』 １ 画 函 《

岸 １ 国 函 今
ペ 莞 仰

謡 時 Ｓ

庁 酬 聖

ラ ｓ Ｓ

煮 泌 蜑

涛 サ ン

ベ 蚤 奔

奔 凱 含

舜 獣 刈

言 Ｊ 識

※

鐸 識 が テ 掛 謎 転 三

報 庸 ・ 彗 肩 咋 嶺 雪

葺 豆 妥 肌 鈩 郵 ！ ‐

強 領 氏 嶺 営 戟 嶺

謎 牌 仔 歸 か ラ 器

咋 ↑ ） ペ ↑ ） ・ 書 ↑ ）

鈩 証 謎 雰 妥 酬

芦 野 咋 題 代 葬

が 戸 鈩 庁 で 葵

・ 汁 蛍 強 パ 罫

縦 翠 洲 （ 田 丑 料 畷 学 び ）

。
‐
つ
。
。
つ
つ
つ
つ
‐
つ
つ
つ

1
1

つ
つ

○
丁
。
1

つ
く
つ

１ つ 、 （ ）

弾 、 粋 聖 一 升 掛 牢

汁 懲 一 一 口 升

つ ’ つ つ 《 。 、

つ ’ つ つ 《 。 、

（ ） ’ つ つ 《 ・ 函

・ ’ つ つ 一 ・ ｍ

つ ’ つ つ 《 。 、

つ ’ ○ つ 《 ． 、

つ １ つ 。 《 ・ 印

・ ’ ＠ つ 今 ・ 罰

。
が
誉
q弓
'序

難
戦
舜
口
二
粁
嶺
＞
宍
鴻

』 ’ 四 つ 」

岸 ’ 四 つ ］

酎 ‐ 辛 単 の~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

ロ 米 妻 米 半 一 雲 詳 吟

剴 等 単 咋 弾 瓦 卦 牢

《 つ ’ 一 今 画

今 』 ’ 四 ｍ 画

い の １ ｍ ｍ の

ら つ ｌ つ い の

与 国 Ｉ 《 、 、 つ １ つ 、 つ

今 圃 Ｉ 司 餌 「 つ ｌ ｏ ｍ つ

↑ 』 ’ 四 』 四 つ １ つ 、 つ

二 四 ｌ 』 四 つ つ ｌ ］ 望 ）

《 四 １ 』 四 ○ つ ｌ 』 、 つ

《 『 － つ つ 』 つ １ 国 、 《 ・ ＠

《 『 １ ． つ 声 つ ’ 四 ｍ 《 ・ ロ

《 句 ’ 一 ↑ つ つ Ｉ 』 、 一 ・ ｍ

今 の Ｉ 《 《 つ つ ｌ 』 ⑳ 今 ． 印

《 芦 ｌ 『 、 四 つ － 得 可 今 。 、

四 四 Ｉ の 句 ⑨ つ ｌ ］ 、 一 ・ ｍ

一 》 叫 一 》 》 ’ 一 Ⅷ ｝ 一 一 や 麺

敷 掛

咋 庸

が Ⅲ

誉 横

か 牌

吟 二

学 ユ ダ

宕 誉

舜 謁

が 強

、

－
3
－

つ ’ 四 四 ℃

つ １ 国 ④ い

（ ） ’ 四 四 画

。 ’ 函 、 函

つ ’ 四 ℃ 四

つ １ 画 、 四

つ ｌ 図 画 』

一 ） １ 画 函 ］

ｅ ’ 四 ｍ 胃

ｅ １ 国 、 芦

つ １ 画 函 』

（ ） ’ 四 ｍ ］ |
望
垂
室
室
室
一
一

|
つ
っ
つ
く
。
。
っ
。
。
っ
‐

つ ｌ 』 つ つ

（ ｝ ｌ 』 つ つ

I ’

酬 蘇 井

零 峯 需 刻

卦 、 科

汁 米

罰 竺 ・ 単 咋

臓 斤

酎 些 ． 当 の 一 計 、 粋
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澤
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縄
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星
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釧
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Ｊ
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岼
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川
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学
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昨
恥
１
Ｊ 守

】

ノ

峰
催
ｆ
櫻
弥
側
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人
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事
ま
あ
~
．

魁

.$も

同

所
下

田

壱

畝

九

歩

同

所
中
田
四
段
五
畝
拾
五
歩

拾
五
〆
（
貫
）
分

中

田

壱

畝

拾

歩

宮

下

右

馬

助

分

中

田

弐

段

三

畝

廿

歩

字

兵

衛

間

作

宮

下
下

田

壱

段

八

畝

五

歩

孫

左

衛

門

主

作

宮

下

杉

山

分

二

入

下

田

壱

段

弐

畝

拾

五

歩

惣

左

衛

門

主

作

同

所

杉

山

分

下

田

壱

段

弐

畝

拾

八

歩

五

右

衛

門

主

作

同

所
下

田

壱

段

弐

畝

壱

歩

善

左

衛

門

主

作

同

所
下
田
壱
段
三
畝
弐
拾
弐
歩
杉
山
五
郎
左
衛
門
主
作

同

所
中
田
三
段
弐
拾
弐
歩

同

人

同

人

縫
之
助
主
作

同

人
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、

右
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右
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↓
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仰
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↓
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仰
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右
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仕
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廿
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》
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又
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總

ヅ

ヅ

之

者

も

多

分

有

し

之

・

右
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廿
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↓
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・
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、
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、

御

立

替

御

排

被

二

下

置

｜

候

様

奉

二

願

上

候

、

御

返

納

之

儀

者

、

壱

ヶ

年

分

入

用

高

、

暮

二

（

至

り

、

御

役

所

様

二

而

惣

村

筒

へ

、

御

割

合

御

取

立

）

－98－



一

ｊ

■

ｑ

ｌ

ｌ

「

１

１

１

４

Ⅱ

ｄ

１

ｄ

０

Ⅱ

９

．

・

Ｆ

ｂ

ｐ

４

ｔ

２

Ｄ

Ｉ

‐

１

０

‐

Ⅱ

Ｂ

ｒ

も

４

１

Ｔ

■

ｂ

８

ｌ

Ｉ

Ｆ

ｊ

ｏ

Ｉ

‐

Ｆ

Ｐ

９

０

心

Ｏ

Ｌ

や

０

Ｆ

△

１

Ｆ

０

ｒ

１

ｏ

ｌ

↓

ｆ

ｒ

ｌ

６

ｌ

ｅ

６

ｏ

Ｉ

Ｉ

ａ

ト

ー

Ｈ

Ｉ

Ｐ

■

０

《

〆

・

イ

イ
上
鍔
／
墾
毎
誰
咳
辱
可
事
Ｉ
~
寅
十
伽
可
／
『
ハ
葱
，
…

Ｉ
〃
参
り
ぐ
ず
ゞ
も
ノ
リ
ー
湛
７
Ｖ
入
紗
ヤ
ｆ
紗
吟
糸
禽
~
治
勝
式

釧
順
式
§
「
ん
＃
~
~
~
お
~
鯵
，
２
玲
響
ぐ
~
~
室
~
》
：

ア

．

~

仏

侭

吟

‐

必

“

ｉ

鞠

，

：

／

愈

部

●
小
火
１
ヴ
ハ
・
‐
４
１
紗
ｆ
今
心
“
外
形
い
い
，
０
蝋
・
坪
陽
‐
し
象
／
輔
』

髪
‘．〃 写 ．

； ‘7デデ

冬 呼~ ‘
ノ

リ．

， $0

一

一

令

診

《

術

労

う

一

．

ベ

》

一

そ

鐙

~

Ｚ

Ｋ

型
抄
董

《
~
多
~
霞

、

江
ァ
”
~
キ
メ
拳
総

~
~

シ
ダ
か
《
千
一
．
〉
〆

）
〃
戯
か
伊
喰

~1一

被
二
下
置
｜
候
様
奉
レ
願
候
、
然
ル
上
者
、
御
用
無
二
御
差
支
一

相
勤
可
レ
申
与
奉
レ
存
候
、
右
ゞ
奉
》
↓
願
上
｜
候
通
、
御
聞
済
被
レ
成

下
置
候
ハ
ハ
、
一
同
難
し
有
仕
合
可
レ
奉
レ
存
候
、
以
上
、

弘

化

四

丁

未

年

三

月

怒

田

村

村

筒

小

頭

六

兵

衛

川

村

迎

原

同

与

惣

兵

衛

皆

瀬

川

村

同

茂

右

衛

門

同宮同底同湯
上 倉 本
村 村 村

世同三
附 廻
村 部
村

同

半

三

郎

長

十

郎

与
五
右
衛
門

市

郎

兵

衛

又
左
衛
門

－99－

~



－－ －－－－

~

’

1‐

９
１
１
１
，
６
１
口
・
日
■
・
日

《

〆

I

＝

承

■
Ｐ
ザ

グ

ー

褥

惨

い
り

~
~

Ｐ
０
、
０
０
１
‐
９
４
１
．
１
“
１
日
Ⅱ
１
日

レ
ヲ
挙
岸
．
や
《
匠
列
ゞ
●
・

ヲ

″

凋

伽

挿

〆

叫

拠

シ

~

一

、

右
ｊ
；
』
４
－
ざ
ｆ
，
、

ブ

イ

季

｝

胸

必

仏

〆

＃

~

、

雁

〃

に

毎

〃

、

、

．

〆

‐

虫

・

・

~

診

〃

や

、

も

ゾ

』

。

〆

払
泌
〆

一
一

一

．

」

酸

．

今

。

’

幸

．

、

＃

．

・

、

一

Ｊ

雀

／

》

一

子

§

一

恥

令
癩

~

裳

~

少

－

１

１

．

Ｉ

Ｉ

Ｂ

＆

’
「

廿
三
日
’
、
大
賄
、
今
日
二
至
迫
も
相
槙
、
人
馬
賃
銭
八
多
分
二

当

年

者

何

も

与

違

、

御

参

勤

御

交

代

御

早

々

御

座

候

処

、

去
ル
十
五
日
頃
が
、
大
井
川
支
候
ｊ
諸
家
様
大
湊
二
相
成
候
、
同

以
二
廻
章
》
得
二
御
意
~
候
、
暖
気
之
瑚
二
御
座
候
得
共
、
各
々
様

益
々
機
嫌
克
御
勤
役
被
し
爲
在
、
大
悦
之
至
二
奉
レ
賀
候
、
然
ハ

（
相
成
候
、
役
馬
勘
弁
銭
迄
、
壱
疋
二
付
、
八
九
百
文
位
ｊ
壱
〆
）

地
方御
手

代

中

様

竹
之
下
村

同清
後
村

同
二
枚
橋
村

同印
野
村

同神
山
村

同桑
原
村

同

次
郎
左
衛
門

又

左

衛

門

覚
左
衛
門

又

七

久

右

衛

門

藤

左

衛

門

-100-

L － Fー



ー

シ

”

易

：

〈
、

塁

？

一

も

》

’
７
１
ト
ト
ヤ
リ
ゴ ｊ

～

L坐 ~

弐

百

文

迫

差

出

、

其

而

巳

な

ら

ず

、

箱

根

、

小

田

原

馬

迪

頼
入
、
取
上
申
程
之
儀
、
誠
二
以
込
可
レ
申
候
、
猶
又
、
此
節

弥

、

相

場

引

上

ケ

、

責

銀

等

二

差

支

、

前

金

な

ら

で

八

~

手
二
入
不
レ
申
候
、
無
《
｝
余
儀
》
以
二
廻
章
｝
申
止
候
、
何
卒
乍
“
~
御
無
、
心

当
月
分
賃
金
、
明
二
日
与
り
集
、
人
ヲ
以
申
上
候
間
、
御
一
同

様
方
御
心
配
被
レ
下
、
無
二
相
違
一
御
出
金
被
レ
下
度
、
奉
》
ゞ
願
上
候
《
以
ｔ
、

四

町

組

未

四

月

朔

日

伊

三

郎

寛

一

、

人

足

壱

人

清

水

助

次

郎

右

者

為

》

｝

御

用

｝

明

四

日

田

京

村

迄

、

罷

越

候

間

、

右

人

足

差

出

村

継

可

二

相

届

｝

候

、

以

上

四

月

宝

日

小

川

共

藏

板

橋

村

β

田

京

村

迄

先

々

名

主

中

（
右
御
用
二
而
地
方
組
、
堀
部
万
之
助
罷
越
候
問
、
依
而
）

-101－

三



寺

南
ら

一

一

つ －－〃

・

滝

●

、

軍

一

ｆ
~
Ｉ
~
ｒ
７
Ｉ

Ｉb

、

３

ラ

悶

激

…

″

ｒ

~

ク

姥

、

！
〃
過
《
Ｐ
ハ
，

息

）

ん

‐

’

ノ

ヲ

等

ご

~

え､

↑
内
臓
穆
蘓

~

蒼

臆
Ｍ
え
溌
夢
等

一｡■や

右

者

、

明

三

日

、

川

除

御

普

請

請

為

二

見

分

一

日

守

村

道

罷
越
候
間
、
右
人
足
明
朝
、
宅
江
遣
、
村
継
可
二
相
届
一
候
、
以
上

一

、

帳

箱

持

壱

人

一

、

荷

物

持

壱

人

（
村
次
申
達
候
、
~
以
上
）

以

二

配

府

一

申

達

候

、

然

者

徳

可

二

申

通

↓

候

、

以

上

去

ル

七

日

、

御

逝

去

一

一

付

、

普

請

ハ

今

九

日

進

、

鳴

物

音

曲

之

儀

ハ

、

来

ル

十

三

日

追

御

停

止

二

候

、

右
之
儀
、
従
二

公

義

一

被

二

仰

出

一

候

間

、

其

旨

可

二

相

心

得

一

、

尤

寺

社

江

も

四

月

三

日

未

四

月

二

日

五

月

九

日

賞

地

方

御

役

所

村

松

作

蔵

地

方

御

＃

所

清

水

助

次

郎

川

板
橋
村
β
先
々

式

部

卿

様

-102-



守
日
Ｉ
Ｆ
０
Ｂ
ｒ
９
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｉ
■
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
１
●
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

l,く

ロ

苧
』 負

《つ

ゑ‘、 ／ ~

ｿ瀞I‘ ヅ

脈、'’ ．
｡一P ﾛ

J ’

ん

毒悲~ ~j
〆?,ヅ

･"？，蝿『 ご

り ゾグ

メー，、 '

－ケ ･一

jZ .- "b 〔..、，Z ．。 b ②、

診 ､《キ
メ' ､ ~ゞ ､

・ヲ l
4 －D ？
' ■。

ｄ４ｑ

鋤恥参ｆ芦~ーツ研岬脚‐ｒ剛~ ‐島陽ゲバ群

０
．
■

４
１
Ｉ
！
ノ
ブ
毎
~

急
~
《

典
？
５
３
〃
み
か
局
３
、

、

､

曇診'、
f
j

l~
X凸‘~

了鐘》7影ム

〕

‐
■
７
８

ｌ
↓
ｆ
８
Ｌ
■
Ｏ
Ｂ
ｆ
ｐ
０
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｊ

‐Ｆ

，
●
‐
，
．
‐
’
０
．
●
●
・
口
．
、
Ｄ
二
一
曇

、
■
〃
ｑ
Ｐ
凸
・
や
寺

も

し

号

Ｉ

~
‐
恥
慰
右
之
趣
從
二

／

公

義

一

被

二

仰

出

一

候

間

、

其

旨

可

二

相

心

得

｝

候

、

尤

寺

社

江

も

､

~ ~~

一

未

八

月

廿

二

日

｜

今

廿

二

日

進

、

鳴

物

ハ

来

ル

廿

六

日

進

、

御

停

止

之

旨

以

二

配

府

一

申

達

候

、

然

者

、

当

未

年

御

物

成

割

来

十

一

日

、

地

方

御

役

所

二

お

ゐ

て

、

相

渡

候

間

（
名
主
壱
人
、
与
頭
壱
人
、
尤
名
主
無
し
之
村
方
者

右

之

趣

從

二

公
義
一
被
二
仰
出
一
候
間
、
其
旨
相
心
得
候
、
尤
寺
社
江
も
、
可
二
申
通
｝
候
以
上

未

十

月

廿

三

日

棚

咄

七

″

伽

仰

机

Ⅸ

熊

剛

之

廿女 徳

川

昌

丸

様

、

去

ル

廿

日

、

御

逝

去

一

一

付

、

普

請

請

者

可
二
申
通
一
候
以
上

三 院

・

大

宮

御

事

、

去

十

三

日

、

崩

御

二

付

、

廿

一

日

ざ

日

進

、

鳴

物

御

停

止

候

、

普

請

者

御

構

無

し

之

候

仙

咄

七

″

伽

仰

机

Ⅸ

熊

川

田

方

郡

松

浪

’

ー

付

-103-

~~
~~



~

マ
ー
’
，
，
ｆ
０
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
，
１
１
１
１
‐
‐
‐
Ｉ
‐
０
１
１
１
Ｆ
、
；
４
１
‐
Ｉ
Ｉ
１
１
ｆ

ぎ

え

．

！

~

~

抄

~

~

鋒

、
Ⅲ
腸
代
り
を
７
ｆ
惨
／
~

~

定
塞
琴
今
《
略
ふ
ん
妬
″
§
に
と
７
恒
久
纒
炉
と
ｔ
刃
‘
し

，

〃

Ｚ

わ

ｊ

１

７

″

ｎ

つ

，

入

Ｌ

フ

。

、

ノ

~

ノ

０

，

》

笥

．

参

↓

一

・

ｈ

，

１

ノ

ゾ

ツ

齢

：

＆

ワ

毛＃

了

？

方

術

韮

１

~

亨

Ｌ

知

将

ｙ

り

ゅ

…

！

．

；

、

Ｌ
Ｂ

ｐ

も

一

（

Ｐ

ｂ

。

・

１

込

、

Ｇ

・

《

涯

叶

１

１

１

．

“

〃

ノ

も

＆

↓

、

吻

咋

″

『

〃

〃

ｕ

、

，

〃

｝

硬

”

み

Ｉ

，

ふ

パ

吟

Ｚ

~

~

ｋ

〃

卜

ｈ

我
４
才
や
１
、
沙
孝
診
介
升
喚
、
脈

フ
ー

一辞

．）
&■

fT

l、
（

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｈ
剛
■
■
■
０
１
０
１
Ⅱ
１
１
１
１
日
。
０
４
Ｊ
ｆ
０
ｌ
Ｕ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ⅱ
１
８
■
Ｉ
Ｏ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｆ
■
１
日
０
１

夕

跡
〃
納
心
や
：

一

心

探

価 ャ
、
ｉ
~
：
ｊ
遡
Ｉ
~
い
ｆ
△

４
－

〃
~
‐
，
‐
~
~
‐
，
《

涕
令
ｆ
惚

《

ｊ

Ｄ

凸

■

。

〃

‐

、

巴

皇

グ

ザ

．

〆

？

〃

ノ

ー

〃
Ｕ

ｑ

１

、

釘

へ
↓
●
《
〃
ラ
イ
、
／
ｌ
い
、
◇
少

１
１
‐
‐
１
１
１
，
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
‘
‐
ｌ
０
ｉ
１
Ｉ
ｊ
’
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
４
Ｊ

~

ノ
レ
必
毎
諦
島
〃
し

，
１
ｉ
ｎ
犬

グ

ゲ

ｒ

も

．

ｊ

●

●

○

○

塁

一

、

ダ

一

与

頭

両

人

可

二

罷

出

一

候

、

此

段

申

達

候

、

以

上

追

而

、

九

十

才

其

外

、

被

迦

下

物

有

し

之

村

方

者

、

手

形

差

上

可

し

被

し

申

候

、

且

シ

前

日

、

手

代

宅

江

差

届

可

レ

致

候

、

此

配

府

、

早

々

順

達

、

留

村

ｊ

返

却

可

し

致

候

、

以

上

節

者

、

猶

以

油

断

有

レ

之

間

敷

、

火

所

之

儀

火

元

用

心

之

儀

、

兼

々

申

渡

置

候

通

り

、

弥

入

念

昼

夜

共

、

下

々

二

不

二

任

置

一

、

自

身

二

見

回

り

、

風

立

候

未

申

年

改

之

儀

、

出

郷

改

一

一

候

間

、

其

旨

相

心

得

、

宗

旨

寺

替

等

、

相

改

帳

面

支

度

仕

有

レ

之

候

、

尤

日

限

之

儀

ハ

到
二
来
春
一
可
二
申
触
一
候
、
以
上

十

一

月

四

日

十

一

月

五

日

小
目

取

貞

兵

衛

清

水

仁

三

郎

川

共

藏

-1041-

~



－

一
，
０
，
，
’
，
‐
‐
，
‐
‐
‐
‘
‐
，
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

L

企
一
唖
、
ノ
鉦
一
／
織
一
“
暉
吻
ツ
勿
狸
心
ｒ
《
，
脇
〃
）
‐
・
へ
－
４
‐
‐

″
〆
〃
》
ィ
″
ｖ

ｖ

〃

惨

霧

く

ん

４

胃

惣

Ｉ

Ｆ

〆
に
Ｘ
〈
へ
“
《
ノ
〆
ザ
ツ
写
~
パ
淘
７
１
庭
脚
潅
、
』
」
″
わ
あ
処
ゾ
ノ
胤
刎
“
″
離
細
〃
入
ｄ
〃
し
／
″
偶
ク
面
Ｆ
１
戸
っ
フ
ｒ
｜
《

障
備
帳
１

１
殿
ｉ
《
易

墜

董

込
了
月
嫁

沁
荊
ｒ
う
て
~
~
；
‐
《

3

ユ
ヌ
ザ
~
γ
~
り
み
‐
，

Ｉ‐

一

ず

管

ノ

０

づ

１
１
１
１
１

、
也
噸
豫
沈
Ｉ
；

万・諺
塞ぐ

iiグ､イ ク
ノ

／沁

蟹
｡

p

、P

、

'

" ▽

＞ ・
→ r〃

▽

＞

〃

ろ
術
』
な

〃
ん
唯
舟
Ⅶ

’
４
１
１
１
１
“
一
《
Ｗ
ｊ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
０
，
ｒ
１
１
‐
‐
ｉ
’
’
一

〆
'

〆

』

一一

一

火

所

御

改

御

廻

状

候

而

、

名

主

与

頭

立

合

、

火

所

吟

味

仕

、

御

触

之

趣

、

奉

レ

~

畏

候

、

昼

夜

共

、

火

之

元

随
分
入
念
下
々
、
申
任
候
侭
二
不
し
仕
、
自
身
二
相
改
申
候
、
為
し
其

帳

判

差

上

申

候

、

以

上

致
二
印
形
一
、
先
々
江
廻
り
留
８
、
村
継
可
レ
有
二
返
却
｜
候
、
以
上

追

而

、

村

下

致

二

印

形

一

、

別

紙

證

文

二

寺

号

仮

名

二

記

名

主

与

頭

立

合

相

改

可

レ

申

候

、

尤

、

火

所

鹿

（

粗

）

末

二

不

し

致

候

、

例

年

之

通

證

文

帳

、

判

相

認

メ

、

此

廻

状

一

一

相

添

、

廻

り

留

８

、

村

継

可

レ

有

二

返

却

｜

候

、

以

上

未

十

一

月

未

十

一

月

五

日

鴬

早早

jll 川

~~与

左

衛

茂

右

衛

大
竹
村

光

明

院
門’ 門

劃

－105－

~

~~~ ~



や
、

I
ｔ
厚
ぐ
ｊ
ｎ
〆
，
週
‐
心
ｐ
》
、
、
，
‐
霊
，
。
ｈ
、

三テラ

~

~
泌
耀
夢
９
式
~
淵
当
甲

吻
忽
伽
舟
~
次

一
一
夕
乍
一
砕
一
》
畢
帽
峰
催
峠
峠
↑
一
一
一
一
、
、
与
・
、
卓
。
。
〃

手
戸

〃

人

恨

僻

鵬

伽

叩

眺

磯

》

“

~

唖
岬
ｖ
聖
〆
Ｌ
ノ
ハ
ワ
マ
ユ
》
ユ
エ
》
察
延
毎
匂
娠
侮
ｌ
ｒ
遥
心
忽
不
！
録
〃
‐
詫
一

｝
た
論
封
争

風
稚
吟
附
Ⅲ
擁

殉
漣

、

９
凸

ヘ
３

、

〆

右

者

當

未

御

年

貢

米

蔵

江

御

詰

被

レ

遊

候

所

然

ル

上

看

、

昼

夜

番

人

等

申

付

置

、

村

役

人

時

々

私
共
封
印
致
、
慥
二
奉
二
御
預
｜
候
処
、
実
正
二
御
座
候
、

相
廻
り
麓
末
一
一
不
二
相
成
一
様
、
御
大
切
二
可
仕
候
、
且
火

元
之
儀
看
、
別
而
入
し
念
、
是
又
御
大
切
一
一
可
レ
仕
候
、
為
二
後
日
一

御

預

リ

ー

札

価

而

如

レ

件

去
七
日
出
會
仕
候
者
、
初
冬
が
三
島
宿
名
主
卯
兵
衛
殿

一

、

御

米

百

廿

三

俵

也

廻
文
ヲ
以
得
二
御
意
一
候
、
陳
者
當
申
人
馬
御
賄
之
儀
一
一
付

（
壱
丁
田
村
名
主
半
左
衛
門
殿
、
被
二
立
入
一
、
賃
金
取
究
之
上
）

弘

化

四

丁

未

年

十

一

月

奉

レ

預

御

米

一

平

田

領

藏

様
豆

州

田

方

郡

大

竹

村

与

頭

虎

太

郎

百

姓

代

由

右

衛

門

札

之

事

-106-

~



－－－－－－-一一一一一一~－－－－－－－T--

つダ~ ~ 1 ．

ｆ

卉
弘
遡
渉
庵
~
尋
仙
浅
傷
恥
霞
暮
噂
を

気
~
易
瀦
皇
勿
~
跨
り
撫
で
鱈
芳
靴

を
価
ノ
ー
、
．
・
了
舩
駒
純
ｌ
へ
噂
’
く
々
も
↓
丁
り
撚
祁

今

２

式

叩

～

ｂ

す

と

壱

参

〃

１

０

リ

ム

ｒ

今

と

碇

跨

〃

Ｉ

ｊ

ｈ

恥

，

ｉ

へ
二
つ
グ
》
つ
，
》
丘
ｙ
隼
”

〈

一

己

一

う

″

、

へ

ｆ

を

仲

Ｉ

Ｄ

些

写

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｊ

州

伽

舛

産 そ
撃↑
舅､

隻
イツ

載｜

蕊ル
ー. ､_‘←.‘

二
§‐

漉
‐
励
野
吟
遁
～
γ
釣
』

必

白

〈
ア
の
、
あ

く
一
つ
星
亘
始
レ
ノ
も
集
一
》
ク
ー
Ｉ
ｊ
ｎ
グ
佃
迦
郡
９
４
急
阻

く
う
咋
胸
ｖ
血
鐸
〃

ヘ
ミ
迄
随
争
う
ｌ
ア

〈
妻
７
戸
ａ
の
ｊ
～
ア

イ

ヤ

師

い

膨

的

形

免

訂

炉

恥

勾

烏

窪

み

，

耐

ｖ

哩
陸
睡
〆
み
，
鼻
ル

獺

＃

瞬

捜

；

嫁

合
§
ず
Ｐ
ず
り
餓

廷
１
３

宿

方

江

熟

談

致

呉

候

様

、

被

二

申

入

一

一

同

衆

評

之

上

右

之

通

取

極

申

候

右

之

通

取

究

、

宿

方

江

及

二

熟

談

↓

宿

方

４

－

札

受

取

之

候

、

勿

論

月

割

金

之

儀

八

左

之

通

金

弐

分

正

月

割

金

壱

両

二

月

割

金

三

分

三

月

割

金

壱

両

四

月

割

金

三

分

五

月

割

金

弐

分

六

月

割

金

弐

分

七

月

割

金

壱

両

八

月

割

金

弐

分

九

月

割

金

弐

分

十

月

割

金

弐

分

十

一

月

割

高

百

石

之

付

金

七

両

弐

分

此

訳

ヶ

金

五

両

弐

分

自

余

金

弐

分

近

所

御

往

来

多

金

壱

分

臨

時

見

込

金

弐

分

沼

津

焼

『

一

改
レ
馬
之
儀
者
是
追
之
通

付 ’

一

付

相

増

別

段

-107－



’
－コ

●

ず

げ
ァ
渉
ｆ
脅
旧１

１
！

、

拷葛縦

乞一
戸

室ノ
1

無や

李
一
》
睡
恥
》
逐
一
》
０
１
１
咋
今
〃
ん
〆
媛
固

~
■

・

■

卓

■

菰
ｌ
典

四

■

ｉ
ｉ
ｊ

堂~

~

~

（

可

し

被

し

下

候

、

以

上

）

一

、

駿

河

国

駿

東

郡

何

村

百

姓

権

兵

衛

悴

十

兵

衛

、

当

申

正

月

寺

替

仕

、

高

源

寺

旦

那

二

罷

成

度

旨

、

相

願

申

候

、

依
レ
之
拙
寺
方
、
少
し
も
構
無
御
座
候
、
願
之
通
可
レ
被
二

仰

付

｝

候

、

為

二

後

日

一

価

而

如

し

件

右
五
助
代
々
禅
宗
二
而
、
桑
原
村
高
源
寺
旦
那
二
有
し
之
候
間
、

御

座

候

処

、

大

竹

村

五

助

名

跡

二

縁

付

遣

申

候

処

申

廿

才

二

罷

成

申

候

、

代

々

禅

宗

二

而

、

拙

寺

旦

那

二

證

文

之

事

百

姓

代

順

助

格

藏

伊

三

郎

茂

兵

衛

弥

七

周

助

万

助

縫
助
右
衛
門

-108－

L



一

￥
字

、

一コ

＝

偽

壷
”
誠
帳
ｖ
肌
，
一
壱
座
〉
全
一
《
桧
嫁
廊
包
窪
今
参
・
，
″
、
ひ
§
り

ず

！

‐

擢
牝
メ
げ
ぞ
ｉ
・
“
ノ
鼎

日
ｊ
ｆ
Ｊ
４
Ｊ
Ⅱ
０
１
６
１
６
。
。
●
，
ｐ
Ｕ
な
・
０
７
●
Ｉ
Ｉ
ｆ

一

札
９
。
０
口
８
０
０
‐
１
Ｕ
４
１
息
Ｊ
１

１

６

，

０

◆

“

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｆ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｃ

Ｇ

Ｆ

ｌ

０

ｆ

ｌ

ｉ

ｌ

牌
Ⅷ
才
皐

１

＃

、

里

〃
壕
ｐ
ｆ

弓 。｛

ロ

／ 」
ｂ

８
８
６
３
ｄ
■
■
「

『

〆
｜
伊

】
f揖

キ

0

＝~~~
~

一q

一

、

拙

寺

旦

那

何

村

権

兵

衛

悴

十

兵

衛

義

、

大

竹

村

五

助

名

跡

二

遣

申

候

、

右

之

者

寺

替

仕

、

同

宗

一

一

罷

成

度

旨

、

相

願

申

候

二

付

、

則

願

之

通

一

札

相

渡

當
村
小
百
姓
権
兵
衛
悴
十
兵
衛
、
當
申
廿
才
二
罷
成
申
候
、

（

右

之

者

代

々

禅

宗

二

而

何

村

何

寺

日

一

那

二

御

座

候

処

）

申

候

間

、

拙

寺

方

少

し

も

構

無

御

座

候

間

、

勿

論

貴

寺

御
旦
中
二
御
加
ェ
可
し
被
し
成
候
、
為
二
後
日
一
価
而
如
レ
件

弘

化

五

申

年

三

月

駿

州

駿

東

郡

何

村

寺

社

駿

河

国

庵

原

郡

興

津

弘

化

五

申

年

三

月

清

見

寺

在

同

国

駿

東

郡

何

村

寺

号

印

御

奉一q

一

桑

原

村

行札
札

高

源

寺

所

何

寺

印

-109－

戸~



１
１

寺

11

桑

~

ゞ

婁

樗
孵
し
”
胴
壗
、
￥
~
哩

寿
~
利
Ｋ
Ｉ
ゾ
~ ､、

ｰ

星
～

１
１
１
０
■
ｌ
Ｉ
Ｏ
ｌ

｜ ・
』. .

~ ｜

魔
~ ｜ 、、

, I
~ 1 ， 、

' ! M ､.:
り

ｉ
や
ら '

へ＝

侭旅
（ 、
I

、

LﾀｰI
~~

一一字画 ｣ー

構御寺仕へ

無支無 、 貴
御配 し 右御

座可曾勗村
候被 尋方

し 願同五

：閏霊~：
二

文成跡日 一

一 札相度 一

:鰹由縁
上如候：：：
：砿間f車
馬 、 貴候候
守 当御間 二

男：剛付
知

行

所 一 一 日 寺
切 而那替

一

覚

韓

役

加

藤

東

馬

郡

奉

行

黒

柳

久

兵

衛

右
之
通
今
般
被
二
仰
付
一
候
間
、
其
旨
可
二
相
心
得
一
候
、
以
上

正

月

十

一

日

川

ロ

大

七

郎

大
久
保
加
賀
守
様
御
領
分

弘

化

五

申

年

三

月

大

竹

村

（

田

方

郡

組

合

）（

村

々

名

主

中

）

御

名

主

中

駿

州

駿

東

郡

何

村

名

主

印

与

頭

印

″

印

－110－



~

1

二一F

登
３
盤
／
午

一
、

證

文

之

事

駿

州

駿

東

郡

何

村

百

姓

何

価構 當

寅

三

十

弐

才

二

罷

成

申

候

、

代

々

何

宗

二

而

拙

寺

罷

成

度

旦

那

二

御

座

候

処

、

大

竹

村

文

左

衛

門

名

跡

二

縁

付

遣
申
候
処
、
右
文
左
衛
門
代
々
禅
宗
二
而
、
桑
原
村

高

源

寺

旦

那

二

御

座

候

間

、

寺

替

仕

高

源

寺

旦

那

二

寺
社
御

奉

行

所

嘉

永

七

甲

年

無
而 御
座
候
間

如 ご
日

し

被

二

し
』
ｌ

爪
廸
■

１

願
之
通
被

相

願

候
三

二

何
筋
（
州
）
何
郡
何
村

月

何

寺

末

~

駿

州

駿

東

郡

何

村

寺

号

印

二

付

、

拙

寺

方

少

も

仰

付

一

候

、

為

二

後

日

↓

々

之

悴

文

吉

-111-

~~



一

↑
ん
〆
肌
叱
耐
い
り
↓
４↑

《
ｖ
感
娯
縄
嗜
師
パ
祁
〆
電
／
絢
杢
『
，
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｊ
ｂ
Ｄ
、

身
ズ
ヴ
派

、

１
１
“
㈹
噸
唖
鐸
ノ
ユ
酬
州
癖
小
’
１
１
，
１
１
１
１
１
１
１
，

罰

~

ハ
メ
や
ｖ
ｊ
Ｌ

一

、

當

村

小

百

姓

何

兵

衛

悴

文

吉

、

當

寅

三

十

二

才

｜

一

罷
成
申
候
、
右
之
者
何
宗
一
一
而
何
寺
旦
那
一
一
御
座
候
処
、

寺

替

仕

、

右

文

左

衛

与

同

宗

二

罷

成

度

由

相

願

貴

御

村

方

、

文

左

衛

門

名

跡

一

一

縁

付

遣

申

候

二

付

き

申

候

間

、

則

旦

那

寺

無

し

構

旨

、

願

之

通

證

文

相

添

遣

申

候

間

、

貴

御

村

方

御

人

別

｜

一

差

加

へ

御

支

配

可

し

被

〃

下

候

、

一

札

相

渡

候

上

看

、

當

村

方

一

切

構

無

御

座

候

、

為

二

後

日

｝

依

而

如

レ

件

水

野

出

羽

守

領

嘉

永

七

甲

寅

年

三

月

駿

州

駿

東
香

大

久

保

加

賀

守

御

~

領

分

大

竹

村

御

名

一

~

~

~

札

主

中

同与名 ，云
頭主貫郡分

村

-lil2－

L



一

■一

｜
，
予
溌
形
？

｜

／
＝

P－1
畳一

脚
〃
ｆ
″
吟
？
内
侭
馴
Ｙ
～
よ
剛

：1~ ~~‘剛
I

I7

）
f ~ ~｡

口

、

~~

豆

州

田

方

郡

田

京

村

百

姓

専

吉

女

房

二

同

州

同

郡

下

畑

村

百

姓

久

右

衛

門

娘

い

よ

、

當

辰

ノ

何

才

一

一

罷

成

申
候
、
去
卯
暮
、
縁
付
参
り
申
候
、
此
者
代
々
禅
宗
二
而

拙

寺

旦

那

二

御

座

候

得

共

、

右

専

吉

禅

宗

二

而

當

村

藏

春

院

旦

那

二

罷

成

度

由

、

相

願

申

候

、

尤
、
下
畑
村
永
明
寺
８
無
二
相
違
一
旨
、
證
文
取
置
、
相

相

願

申

候

、

證
文
取
置
、
相

難

し

有

仕

合

二

可

レ

奉

レ

存

候

、

己

上

田

京

村

藏

春

院

年

号

月

日

添
差
上
申
候
間
、
願
之
通
被
二
仰
付
》
被
二

右

専

吉

女

房

い

よ

、

寺

替

之

~

儀

、

私

共

吟

味

仕

候
処
、
藏
春
院
被
二
相
願
｝
通
、
相
違
無
一
↓
御
座
》
候
、

尤

、

只

今

之

旦

那

寺

ｊ

無

二

相

違

一

旨

、

證

文

取

置

相
添
差
上
申
候
間
、
右
願
之
通
被
一
｝
仰
付
一
被
一
ゞ
下
置
一

候
ハ
バ
、
私
共
追
難
レ
有
仕
合
二
可
レ
奉
レ
存
候
、
已
上

（

寺

社

）

年

号

乍
レ
恐
以
一
．
書
付
》
奉
一
↑
願
上
・

候

御

事

寺
社
御
奉
行
所

月

日

下
置
一
候
八
八

役

人

印

－113－

~~
~

~



●

垂
喋

~穿
り

~ ;'~
＃

桑
一一ﾕﾆ

一

、

拙

寺

旦

那

何

村

何

兵

衛

悴

文

吉

義

大

竹

村

文

左

衛

門

名

跡

一

一

遣

申

候

、

右

之

者

寺

替

仕

、

同

宗

一

一

罷

成

度

旨

相

願

申

候

二

付

、

則

願

之

通

勿

論

、

貴

寺

御

旦

中

御

差

加

へ

可

し

被

し

成

候

為

二

後

日

一

価

而

如

レ

件
駿

州

駿

東

郡

嘉

永

七

甲

寅

年

三

月

香

貫

村

寺

号

札

相

渡

申

候

間

、

拙

寺

方

少

し

も

構

無

御

座

候

桑

原

村

桑

源

寺

一P

札

印

-11141-

1



一

遥
三コ

幸
●

ｑ
凸
０
拍
■
⑤
６

一
一
ｚ
斑
Ｙ
ｖ
ｊ
郷
肌
噸
１
１
，
ノ
ヘ
ゴ
ｒ
、
Ｉ
ｆ
Ｊ
？

、

‐

Ｉ

Ｄ

／

卿

孵

卵

ｂ

Ｊ

派

や

》

刑

司

ｊ

わ

ん

川

１

Ｊ

に

望

八

Ｊ

”

Ｙ

岨

え

”

峰

～

〆

望

公

》

。

，

師

ｊ

侭

Ｉ

ｊ

Ｉ

八

郷

７

７

〃

吟

Ｉ

祇
到
一
ハ

〃
~
噸
・
誤
込
内
川
歴
声
々
，
〆
Ⅲ
，

農

』
』
■
ｒ

I ト
ノ
″
〃
“
恥
″
似
呉
／
《
殉
／
〆
ｒ
ノ
グ
ｊ
Ｙ
Ｌ
ｆ
Ｌ
〃
ノ
ヤ
〃
〃
１
１
１
〃
・
グ
ー

1

ｗ
伽
守
奄
、
幽
堪
や

、

ｔ

ｌ

価

が

Ｔ

Ｌ

Ｕ

Ⅱ

ｂ

５

更

メ
ｊ
診

〆
ｆ

６
１

・

ｑ

ｔ

１

１

１

１

ｉ
ｄ
ｒ
０
伊
‐

０
１
１
，
３

も

~
J d

Q

"li~
’
八
一

一一一.ノ' ・一
＝ー 一ｰ 一一重一一ユーーニ ● ＝

、
豆
州
田
方
郡
大
竹
村
小
百
姓
文
左
衛
門
名
跡
二
駿
州
駿
東
郡

香
貫
村
小
百
姓
平
吉
悴
文
吉
、
當
寅
三
拾
弐
才
二
罷
成
、
去
丑
暮

縁
付
参
り
申
候
、
此
者
代
々
代
々
禅
宗
二
而
拙
寺
旦
那
二
御
座
候
処
、
右

文
吉
、
寺
替
仕
、
同
宗
旦
那
二
罷
成
度
由
、
相
願
申
候
、
尤
香
貫
村

霊
山
寺
８
無
一
》
相
違
｝
旨
、
證
文
取
置
、
相
添
差
上
申
候
間
、
願
之
通

被
二
仰
付
一
被
二
下
置
一
候
八
（
、
難
陛
有
仕
合
可
し
奉
レ
存
候
、
己
上

豆

州

田

方

郡

桑

原

村

嘉

永

七

甲

寅

年

四

月

桑

源

寺

月

日

右
文
左
衛
門
方
養
子
文
吉
寺
替
之
儀
、
私
共
吟
味
仕
候
処
、

桑
源
寺
被
二
相
願
一
候
通
、
相
違
無
二
御
座
一
候
、
尤
、
只
今
追
之

旦
那
寺
３
無
二
相
違
｜
旨
、
證
文
取
置
相
添
差
上
申
候
間
、

右
願
之
通
被
二
仰
付
一
被
二
下
置
一
候
ハ
バ
、
私
共
迪
難
レ
有
仕
合

寺

社
御

奉

行

所

様

可

レ

奉

レ

存

候

、

已

上

嘉

永

七

甲

寅

年

四

月

（

乍

〃

恐

以

二

書

付

一

奉

二

願

上

｝

候

御

事

）

寺

社
御

奉

行

所

同

州

同

郡

大

竹

村

名

主

虎

太

郎

-115-



~

{~
夕
~~

イ′

富農
L可

~ ~

~
・
赤
氷
》
て
り
芽
Ｉ

・

プ

ヘ
〃

ノ

」
に
辿
朴
画
、
哨
心
胤
γ
１
．
必
．
〃
~
~
一
~
~

＃

Ⅲ

脈

笈

~

~

~

黙

↑

~~~~~~~~

１

６

１

０

１

Ｄ

Ｄ

ｌ

９

■

Ｉ

１

１

ｊ

Ｊ

Ｌ

‐

Ｉ

‐

Ｉ

‐

，

１

１

＝二、

震
6

｛
■

９

■

・

■

Ⅱ

且

Ｌ

F

~『 ノ¥← ． . ‐ 〃琴－． ‐ --,---- 、-‐ ゞ 二 ~
－- - .

~

小
田
胴
領

律
豆
函
田
方
都
大
竹
村
切
支
丹
宗
門
御
改
御
帳

l
l

圭
墨
鋤
主
流
小
一
一
「
胃
〕
燕
川
口
岸
述
‐

、
山
Ｈ
ｍ
僻
川
上
〃
栓
市
ｗ
Ｍ

十

コ

ｕ

帳

脈

胴

斗

坐

ハ

-11 il6-

L



’
一
人
人
砲
Ｉ
偲
妬

〃

ん

句

ｔ

’

約

璋

な

一
人
人
似
Ｉ
伽
砂

合 ｡

(ﾉ1
－

4'ノ
ル

、

ｊ

ｌ

ｌ

ｄ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
１
℃
、
ｐ
“
・
ｒ
Ｏ
■

~ ~

I

一
八
人
〃
ｒ
~
卜
九
＃
炎
八
〃
か
み
卿
臘

・

》
~
~
左
『
リ
ム
一
〉
？
《
．
》
《
一
『
１
１
，
１
~
~
ヂ
~

》
~
~

~
~
~
~
~
~
‐

~

1
1

1

塁
〃
か
Ｉ
燕
装
Ｔ
Ｉ

β

4
の 一一

、
ロ
ク
ー

ｒ

､~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

｡

／一・
~

一
‐一 ・－

一

、

切

支

御

制

禁

御

高

札

之

趣

、

次

從

小

田

原

毎

年

宗
門
之
者
、
無
二
御
座
《
候
事
、

御

座

無

候

事

五
人
組
之
外
、
男
女
、
大
小
人
共
御
帳
不
レ
附
者
、
壱
人
も

御

改

被

ゞ

》

仰

付

↓

旨

、

相

堅

相

守

候

事

五

人

組

之

儀

者

不

レ

及

レ

申

、

郷

中

古

今

切

支

丹

差

上

申

一

札

之

事

-117-



1－ハ
b

G

I
争 1

へ

|､J
"

一

（
匡司 ＜br

戸
b

．

！

主
勤
純
イ
を
染
ｌ
↓

、
１
１
Ｆ

Q

●

ダ
＃
仰
し
も
一
る
る
斑
〃
１
１

私

。
■

え

り

奇

ぞ

‐

、

．

Ｌ

写

多

：

。

『

獲

念

げ

わ

砿

孝

へ

似

ゞ
七

咽

恥

プ

街

尭

歩

穆

“

、

４

・
一
面
叩
犯
辱
一
昼
去
垂
丞
ハ
噸
〃
咋
藷
Ⅷ
、
一
辺
唾
匡
歴
』
一
・
~
〆
、
″
・
３
Ｊ

《
Ｆ

Ｉ

ｌ

ｌ

■

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｈ

Ｉ

■

Ｈ

Ｏ

ｆ

４

０

Ｊ

０

１

Ｌ

ｇ

ｔ

ｌ

ｑ

①

１

Ｊ

・

１

４

１

１

４

７

日

Ⅱ

Ｊ

Ｉ

Ｕ

４

９

０

・

’

１

１

０

■

１

・

ｌ

１

ｆ

４

Ｊ

４

Ｄ

や

ク

ク

０

Ｌ

瓜

、

■

一

遷
と
易
ゞ
卜
北
賑
膨
磁

農
４
＄
鰯
珍
毒

誓

セ

ア

《

〈

和

●

鰯

．

●

●

‘

．

●

，

●

●

●

●

・

哩

画

尋

ノ

ロ

リ

、

９

４

、

祇
催
兇
坂
僻
暇
櫓
針
１

《~
1

’

へ、
ー

－－‐ ‐ ‐___－

右
之
趣
於
二
相
背
｝
者
曲
事
可
レ
被
二
仰
付
一
候
、
為
二
後
日
一
価
如
レ
件

嘉

永

二

己

酉

年

一

、

切

支

丹

者

勿

論

、

あ

や

し

き

宗

門

之

者

、

承

次

第

一
、
入
作
、
散
田
仕
候
共
、
其
地
主
、
其
人
之
宗
門
無
し
紛
を
承
届

相

對

可

し

仕

候

事

、

可

二

申

上

一

候

事

、

寺
社
御
奉
行
所
欄

上
ハ
ー
八
ハ
伽
和
極

田
方
郡
大
１
＃

名

主

虎

太

郎

百

姓

茂

助

無

田

久

藏

百
姓
幸
右
衛
門

〃

″

甚

藏

長

藏

-118-

~



０
１
■
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
ｑ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
９
０
日
Ⅱ
■
■
日
Ⅱ
ｆ
ｌ
ｂ
０
Ⅱ
０
０
０
■
Ｈ
Ｏ
け
０
０
１
０
．
ト
ー
０
Ｊ
“
１
１
１
１
０
０
０
１
０
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｌ
Ｕ
Ｉ
ｊ
９
。
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
“

｜
争
一

、

｝

‐

も

、

塑

灸

い

、

昨

叱

や

事

欄

~

僧

仙

~

~

噸

嶋

》

》

一

《

一

一

戸

唇

雛

一

声

準

杢

》

》

》

一

Ｊ

学

〃

．

．

牙

ヂ

◆

卵

．

、

公

↑

，

~

！

‐

ｉ

Ｉ

‐

！

。

喬

尹

》

も

一

口

■

１

日

■

日

日

■

Ⅱ

日

夕

．

γ

』

Ｉ

①

…

９

《

●

’

ｏ

Ｔ

Ｉ

ｌ

ｌ

０

：

ｊ

ｊ

、

銭

お

差

；

~

犬

、

ア

》

ｉ

Ⅱ

Ｊ

Ｅ

ｇ

Ｉ

５

６

Ｕ

８

ｆ

雁

孝

…

厚

Ｂ

ｚ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ゞ

膨

卜

~

勃

一

『

乃

令

８

．

口

▲

Ｐ

・

Ｕ

４

■

面 守

。

Ｊ

ト

ヶ

Ｊ

１

靭

延

″

脳

呼

Ｉ

Ｉ

え

釦

必

至

》

カ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｊ

と

．

~

，

１

‐

選

ノ

・

餌

~

野

堅

一

一

二

言

・

珍

垂

兵

壱

蓉

一

〔

一

切

．

汀

~
~

戸T

ヤ

卑

毫

・
了

縣

紫

撚

娩

”

寺

《

澱

透

γ

’
‐
胤
伽
壬
協
乢
伽
~

１
一

一

、

、

、

，

℃

、

Ｌ

Ｊ

ｆ

、

Ｊ

ｊ

７

ｆ

‐

ｙ

Ｌ

公

、

１

１

１

州

』
１

｛

ｌ

意

~

~

，
ｊ
１
Ｊ

Ｊ

』

、~’

『

一

0

｜

●
1 ﾛ

ﾒ

ﾀp

久一.
一

－

二
十
四

十
八

二
十
六

六
十
壱

二
十
四

五
十
六

一
、 弐

ッ
四
十
六

一
、

八
ツ

三
一
十
四

同
女
房

男
子
幸
治

男
子
萬
吉

男
子
三
五
郎

女
房

幸

右

衛

門

同

男
子
東
馬
是
肴
出
生

右

六

人

組

虎

太

郎

法

花

宗

旦

那

女
房

女
子
み
す

犬
場
村

妙

園

寺

同

-119-

~



●

ｇ

あ

“

↓

：

〈
〃

》

、

‐

一

ワ

■

ｌ

Ｂ

ｑ

ｆ

ｌ

ｆ

６

‐

１

．

ｈ

。

》

～

、

ｔ

雪

Ｑ

蓑

一

↓

認

０

〃

７

０

”

Ｉ

７
、

久

灸

ソ

、

一

、

ｗ

Ｉ

ｆ

仏

秘

ｉ

~

~

~

~

ザ

ヒ

脾

雌

黄

ｌ
４
０
Ｕ
６
１
■
Ⅱ
ｑ
０
Ｉ
ｂ
ｌ
ｄ
Ｏ
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
ｉ
４
１
１
０
●
。
Ⅱ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
‐
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
‐
■
０
■
Ⅱ
１
１
１
０
６
．
９

｡

一
完

９
ア
》
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‘
‘
，
‘
，
’
Ｊ
″
・
レ
バ
吟

；

沙

七

町

ｑ

■

８

・

Ｐ

Ｅ

Ｂ

１

ア
午
Ｌ
０
１
ｌ
１
Ｉ
ノ
ム
ー

一

。

－ ，

歩

i（
｜ ：

一鉄￥ 肌

入７１１延１１１
一

1 ，〉

｜
≧

Ｏ
ｂ
Ｕ

Ｕ
◆

｜
I

旬
詞

一

！
▲
１
．
‐
、
』
函
雫
『
●
や
画
●
綱
‐

１

？

Ｆ

β
Ｇ
Ｐ
■
Ｐ
‐
・
形

、

，、 ’

f ~．
／

可一

－

一 ■■■■■■■■■I■■■■■

五
十
七

.＋‐
’

七

四
十
六

三
十
四

八
ヅ
四
十
弐

三

{‐
五

二
十
一
℃

十
一L－

ノ、

ワー■一

ソ

甚

藏

同

母女
房

弟
源
治

男
子
吉
藏

同
女
房

男
子
甚
兵
衛
御
他
領
江
縁
付
申
候

久

藏

同

同
女
子
た
つ
ニ

ヅ

去

改

後

出

生

仕

候

女

子

い

そ

母

~固’~園’

－120－



－

0も

●

！篭~4,

,

､I

4

P且沸

66やD 1 o f
◇ 『q 閂

～ ｜
ー

~ ~■ ｮ

マ

●
１
．
．
．
衿

ｖ

〃

~

墜

亀

學

方

〃

，

Rb
八
、
叩
１
Ｊ

Ｉ
◇
６
．

心

毒

ｊ

ゞ

老

Ｉ

Ｇ

毎

念

切

装

~

一

溌

峰

”

－

１峅鴛
〃
〃
‐
心
一
‐

量

北

…２

勺

』i
1

次

~リ~~

癖
＃
た

オ
ペ
翼
ね

P

Ａ
Ｉ
も
一
に
『

、

1，

守

◇ 、
OG

ﾍ§ ’イー

デー＝ I

~~

. 、－－ ，－■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■ﾛ■ローロー・
－ 一‐

四
ヅ

三

ヅ
四
十
九

一

、

茂

助

同

四
十
七

十
七

十
弐

二

十
八
ヅ

三

ヅ

四
十
一
℃

弟
寅
松

妹
と
め

女
房

男
子
定
七

女
子
と
く

男
子
金
治

男
子
三
治

男
子
宇
吉

長

藏

同

同同

－121

~~



0
｡

込

ー

~~

．

Ｌ

札

○
四
・
０

８

ロ
ー
晶
砂
罰
‐
、
醸
呼
“
▼
●
、
●
Ｕ
１
Ｆ
Ｅ
『
、

４

t
４

画

１

１

１I
ハ
ー
Ⅶ
ノ

＃
~
１
〃
瀞
腱

一
吟
勺
ノ

ー

を

ブ
ホ
Ｙ
０
少
入
小
人
Ｙ
へ

●

1

）
毎
ｑ

プ
乃
卜

湫
参
紛
熟舗

』
1

●

４

，

。

Ⅱ
ｂ
・
』

Ｉ

Ｆ

”

４

８

４

．

㎡

▽
も
り
。

ｉ

・

、

伊

タ

。

八

判

，

。

・

小

Ｘ

Ｊ

●

ｑ

』

Ｆ

画

句

・

句
」
ｐ
■
、

令
・
ら
〃
夕
分

‐『~;卜、
B

■

〆

‘！

､

■9-△●シ■

． 、 1

′、｡ F－0

Z'･{;,

角

雇 ﾙﾉﾄ、
ご
・
可

ｶノ
β

1

ｊＰ
Ｐ
ＩC l』

1 ダ
9

少齢
~

~

、

、

１

０
。

且冊。△母

ｐ４ＦＪ

。■０＄

ひ
沁
巡
鼎
へ
，
剛
か
も
『
、
評
ｆ
小
Ｉ

イ

■

、
6，

~~~

~す、
~~r~1

，．‘ ･ ‐ウ、~

』
⑤
０
３
４
″

、 f
I 1 j

U

j． 時

咄

叱

弧
、
Ｊ
１

タ
マ
も

心呼ロ

ミー、~

駁へ
L可

生

、

１

，

．

、

、

夕

q

← 、

、
一.句三

~

十
六

三
十
九

右

男

女

大

小

人

共

十
壱

セ
ツ

三

ヅ

八
ツ

女
房

御
他
領
江
縁
付
申
候

男
子
長
吉

男
子
林
治

女
子
や
す

男
子
乙
吉

男

弐

拾

人

合
三
拾
五
人
内
女

拾

五

人

此

旦

那

寺

－122－



一

0

〃の

農
Ｘ
麹
、

裏

雇

）~に

悉
朔
剥
塲
・
ノ
ー

、

し
、
”
蜜
少
〔
、
Ｌ
Ｌ
や
鋤
珍
』
ｊ
ハ
埜
霜
州
宅
心
〃
誕
私
〃
毎
々

、
〃
奮
守
傷
⑲
繊
蝿
醒
瀝
卒
Ｌ
釧
鋼
琢
小
歩
鈴
藤
癒
穆
到
》

入
糾
呼
Ⅲ
吟
聯
厩
狗
鋤
聖
り

釜
松
勉
雁
今
他
~
零
一
Ｌ
為
易
参
厚
着
》

釜

、

㈲

ｈ

ｇ

３

患Ｌ

６

〃

勺
・
・
毎

、
．
ｆ
・
。
Ⅷ

、

、

毛

浜
撃
や
い
ふ
・
〃
~
Ｆ
〕 ＃

３
~
為
．
．
、
~
型
も

い

・
齪
野
・
~
識

タ

マ

戸
、

一

●

毒

脚
蝿
抓
沁
、
李
沙
分
が
一
Ｎ
夢
郡
”
牙
則

／
9

褐
Ｉ
風
婁
傷
嚇
囎
嫌
！

懲
於
炊
奎

を
盗
符
杉

且
軸
寸

も‐

~

討

戸
込

名

生

汎

一

〃

む

．
、
此
ｆ
‐
い
，
伽
齢
．
？
‐
‐
・
’

。

．

６

４

嶺
零
で
杉
か
巻

』
ユ
弗
含
可
さ
季
乃
可
４

あ

み

奇

ｆ
Ｖ
及
舟

誉
＃ 鬼ぜ

ぺ
戸

－
m

ー4－ひご二一

一

~~~~~ ~~
~

~

壱

人

も

無

二

御

座

一

候

、

為

二

後

日

~

価

如

レ

件

本
寺
ヲ
も
、
慥
二
承
し
届
疑
敷
無
二
御
座
｝
候
、
次
元
禄
四
辛
未
年
け

御

制

禁

被

二

仰

出

一

候

悲

田

不

受

不

施

之

宗

門

僧

俗

男

女

共

宗
旨
證
拠
之
印
形
被
レ
致
候
通
、
少
も
紛
無
↓
↑
御
座
》
候
・
旦
那
寺

宗
門
之
者
、
壱
人
も
無
二
御
座
一
候
間
、
五
人
組
判
形
仕
井
日
那
寺

右
之
通
宗
旨
銘
々
御
改
被
レ
成
候
一
一
付
、
堅
吟
味
仕
・
切
支
丹

罷

出

、

急

度

申

訳

可

レ

仕

候

・

為

琶

後

日

｜

価

如

レ

件

之
儀
堅
請
負
申
候
、
若
脇
β
何
と
そ
申
者
御
座
候
ハ
バ
、
何
方
道
も

無
し
紛
候
、
常
々
吟
味
仕
、
切
支
丹
宗
門
之
者
、
壱
人
も
無
↑
・
御
座
一
候
．
宗
旨

右

印

判

仕

候

壺

↑

拾

五

人

受

布

施

派

法

花

宗

二

曲

、

拙

僧

日

那

伊

豆

國

金

谷

村

本

立

寺

未

寺

大

場

村
妙

圓

寺

－123－

~



～

ﾉ. |' 。

緯 窓ｆ

妙

、

夕

侭

k
。
』
Ｃ

Ｊ
ｕ
、

【し

、

、ャJt

，、

砲
ず

0

，●

4

山

０

０

、

”

凸

争

（

、
ｆ
、
画
嘱
Ｊ
・
』
毎
い
、
・
金
‐
・
沓
４
つ
子
．

．

．

，

、

ｊ

ぞ

‐

感

吟

●
ｏ

ｕ

●

、
、

号 ￥』

洗
永
壱
蓄
矛
’
~
手

別必

、

ジ
ン

1Ｒ

ｊ

、

ひ

I

７

（？

且葡

材

頓
ず
ぶ
●

~1 ●
、
ず

い
I．

●

､､、号、句~~
〃 f

f

､

咳

も

ｆ

ｑ

剣

戸

口

６

７

台

ｑ

》

巧

域

け

〆

。

、

４

０

ひ

０
１

や

ら
雄

、、回
も

を
ゆ

に
征

I
や
、
鈴
亀

や

ｒ

硯

と

“

の

ｏ

８

ｂ

ｒ

毒

□

少

Ｉ

・

・

日

、

ｰ

ー～一

一一 ~

~一 ~~~

嘉

永

二

己

酉

年

寺

社
寺
社
卿
奉
行
所
欄

上
ハ

主
砺

人
組

行

所

田
＃
郡
犬
ｉ
＃

＃
名

主

虎

太

郎

夫

竹

村

百
姓
由
右
衛
門

百
姓
伝
右
衛
門

無

田

安

五

郎

″

八

十

八

〃 ″

勘

兵

衛

忠

藏

-124-

可



~

ﾉ｡ || ‐融

~
１
や
う
一
人

ゞ

●

沁

〆

》

人

石

形

｝

~

｜

、

、

ノ

マ

‐

ｑ

Ｈ

Ｉ

ｆ

Ｉ

ｊ

、

毫

零

小

尭

劃

鯵

１

↑

ノ

由

一

ゼ

ｊ

４

ノ
ー

、

Ｂ

ム

ク

Ｌ

ｎ

Ⅱ

日

，

９

，

１

１

、

ｂ

、

、

０

歩

劣

僑

。

《
、
』
・
死
〃
ｆ
Ｌ
ｎ
０
０
１
Ｕ
０
Ｉ
〃
、
、
″
二
一
９

~
！

、
弓
’
’
’
’
’
二

＃

一
ら
１
１
１
０
↓
し初、

方

ノウ合､
戸

嚥ル
ー；全

ロロ

『君

. 、#

１

Ｊ

勺'

､

､Ⅱ
－&孔

菩

~

■
Ｂ
■
圧

L－

ｅ

や

０

典

夕
、

P

缶

五

Eb

~

－－
~

－ ~ ~~~

ユ→

ノ、

十~~．＝一一一＝寺＝今

四
十
七

Ｑ
、 セ

ソ
十
壱

一二三

、十
三

座
、
，
ト
ー
ー
ー

ー
ノ
~
一
~
一
二
十
五

ニ

ヅ

三

ヅ

三
十
八

一
℃

’

安

五

郎

同

勘

兵

衛

同

女
子
な
か
去
改
後
出
生
仕
候

母

去

改

後

死

去

仕

候

男
子
彦
四

男
子
林
藏

右

六

人

組

由

右

衛

門

禅

宗

旦

那

女
房

女
子
き
ん

女
房

母

桑
原
村
高

源

寺

同 同

-125－

P



ﾑ||≦
I

、一

i1

重
一

K

９
Ｗ
”
″
ｊ
Ｌ
１
０
８
Ｕ
Ｉ
ｌ
ｌ
，
、
》
恥

一

龍

々

，

旬

八

八

Ｉ

学

シ

↑

~ 〆！
今 ド~~~ I

℃

甲
田
■舟

､1j
7

」
、

『

１
１

4 ．〃 』
､ P、
1

ぐ1 b

凪
俳
則

・

１

も

孔

１

１

ｋ
ヶ
、

す

。

今

β

亘

年

梱

●

，

Ｆ

Ｄ

昏
乢
、
’
０
１
‐

が
ハ 一

~~

/i
f

つ

む

や
。
？
■

咋
一
。
。

､，旬 、可 へ～

、

d

~~

Q l l P

１
１

『
』 Ｑ

一
一

▲三

二
－ー一’

弐
十
四

一
、

拾
弐

右

六

人

組

四
十
六

一
、

四
十
一
、

三

十
三

伝

右

衛

門

同

忠
藏
女
房

女
子
む
ら

八

十

八

同

合

拾

五

人

内 ~園

女

八

人

男

七

人
肩’~園 同’

-126-

L



~

卜
9

戸､

ウ’
九

、

糸I

八
ｍ
ｇ
．
‘
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
＃
凸

一

農

男

ら

ｉ
■

●

Ｉ

ｋ

－

』

Ｉ

卜

仁

今

毎

１
１

行

▽
ｋ
〃
１
ケ
Ｆ
必
で
、
』

β

ｅ

、

一
；、。

〃

玲

壱

、

↑

；

か

“

1

ド要

~

~

〃

寺

簑
〆

を
グー

＆戸

』

四

、
~
冬
個

~ ~

､、

庭
、刀

~~~
迫 、

を宏・

邸
、

、､

饗圭

紗

嵯

喉

令

名

鼠

佑

グ

ヒ

ヒ

、
、

、

タ

、 ､

少

●

－

三三＝二 一一一 ←

十
四

五
十
九

一
、

十
壱

三

ツ

二

十

寺

社

＃

男

子

富

三
右

五

人

組

兵

藏

禅

宗

旦

那

男
子
安
右
衛
門
一

男

子

仁

三

郎

男

子

与

三

郎

五
八
組

田
方
郡
大
竹
付

桑
原
村
高

源

寺 無

田

吉

兵

衛

百

姓

兵

藏

〃

″

源

兵

衛

後

家

″

庄

左

衛

門

惣
助
後
家

ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
’
１
曲
■

－127－



、

山
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
０
－

、

し

烏

ソ

６

I
ｆ
７
，
，
１
‐
，
，
’
１
に

塊

４

Ｊ

ぞ

ｋ

を

一

『

二
”
／
も
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
こ
い

芳

ｉ
ｋ舞
、

１
抄

吻

必

~

Ｔ
１

ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

、ｊ

食

花

旬

グ

砺

侭

Ｕ

ぐ

皇

。

》

ｚ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
に

メ

カ

毎

画

心

渉

、

；

／

▼

’

’

’

八

ｌ

聖

鮮

峰

籏

~

，

一

｜

‐

↑

『 ｡

今
６
１
１
１
｝
釜

塗

I
⑰

J，

●

ｊ

Ⅱ

ｑ

ｄ

ｑ

１

１

１

ｌ

１

Ⅱ

Ｉ

且

０

Ⅱ

１

１

０

１

１

１

４

１

１

、

●

一
・
●
０
４

ﾉ豆
・ h

r鳥“ '1

1 イ1

4

~

。
１
４
．
１
０
０
１
１

、
、可、7

甲

』

口

ｐ

ｑ

《

ウ

グ

坪

一

、

（

ゞ

~ ／

ｉ

ｌ

I●

1

1可
．

－－二一‐三~－

l
十
八

三

ヅ

四
十
四

五
十
四

六
十
六

七
十
四

一
、

四
十
八

一
、

四
十
八

一
、

八
十
一

二
十
四

婿
庄
右
衛
門

同
女
子
う
た

同
男
子
庄
七

同
女
房

女
房

惣

助

後

家

同

庄

左

衛

門

同

源

兵

衛

後

家

同

男
子
安
五
郎

父
安
左
衛
門

同 同同

－128－

司



一

日且■■■■一■■■可。■■■■■１．勺９０■Ｉ“ワニ

Ａ
い
ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

花

；

全

芳

＆

…

曇

司

抄

ト

ー

７

－

１

１

《

一

晶

・

、

一

差

八

弱

令
恥
咋
人
＃
；
謹人

松

』

■

１

４

．

０

α

〃

．

、

？

、

‐

~

b 』

－
１

Ｉ！。ふ
ん
〃

｜
(上

ヘ

､

丑

F．f

法
令

与

刮

今、

ｐ
も

画

添
低
合
？

け

I毎
↑
飴
。
‐
Ｌ
』
酉

少
ｊ
小
り
ｆ
１
Ｉ

５
７
６

コ
■
■
雨
》
宮
グ
》

八

皇

↑

凸

０

FD

《

C〆
’

1

〆

~

Q

ｒ
日
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
０
ニ
ー
Ｉ

「

》

←
~

右
五
人
組

七
十
一

一
℃ 二

十
壱

ニ

ヅ

二
十
七Ａ

口

三

拾

四

人

内

男

拾

三

人

合

拾

九

人

内

女

六

人

吉

兵

衛

同

同
男
子
丑
松
是
者
出
生

男
子
源
藏

同
女
房

此

旦

那

寺

男
弐
拾
人

女
拾
四
人 同

－129－

~



１
１

『

～

、

ず
４
町
〃
γ
側
荊
照
机
１
、
と
錨
無
形
７
ハ
ヘ
耀
ｒ
ｌ
ヤ
参

~~~ ~ 〕マ

Iの

ロ

。

■

▽

１

勺

．

．

昌

殉

ｊ

ぺ

り

咋

馬

・

己

〃

、
且
■

・
Ｐ

ｑ
ｆ
ｌ
。
咄

”

空､

"R･
ゴロ ・乞

巳

■

ｇ

も

品

Ｄ

Ｄ

ｕ

由

■

ｂ

企

・

Ｄ

凸

\
1

qQ

r ．
■ ■

t ‘
~も･ ．｡

1~ 、
B,、

ざ

’

一
壱
一
琴
『
●
僧
《
》
”
一
睡
》
雫
悔
畢
》
》
》
、
設
今
‐
椰
バ
ー
恥
ｊ

日
〃
６
１
１

▲
Ｉ
ｑ

も
■

里
Ⅱ

3

も ４

．

リ

マ

．

、

。

ｑ

へ

》

６

Ｑ

ａ

へ

、

沁

働

‘

ゆ

Ｉ

ｊ
早
い
』
や
起
恥
《

６
℃
も

~〃●Ｄデ○、９
Ｆ

■

嘉

~

急
今

一

一

I Ｌ
、

4 Ｆ
酉

咽

~~

州

” 庭
ロ

、
笛
~
樺
馨
？
人

強
戸

Ｐ

寺

Ｌ

９

ｑ

、

■

』

Ｑ

戸

面

１

Ａ

●

。

/.qｼっ。
q，、

Ｆ
》
巳
け

Lb

一

~~~~

二一一一
~~~~ ~~~~~~

右

印

判

仕

候

三

拾

四

人

禅

宗

二

而

寺

社

伊
豆
國
宮
上
村
最
勝
院
末
寺

淵鮒 四
人
組 田

方
郡
式
１
吋

桑
原
村高

源

寺

百
姓
文
左
衛
門

同

良

八

後

家

無

田

し

ゅ

ん

同

幸

右

衛

門

-130-

~



一

~~
~

ｒ
９
‐
‐
‐
‐
司
鼎
‐
岬
叫
叫
い
い
岬
叫
胸
川
蜘
州
釧
州
‐
‐
‐
’
‐
‐
，
到
伺
川
刈
‐
Ⅶ
４
‐
‐
‐
１
‘

、
、
、Ⅱ

■

Ｌ

■

Ⅱ

■

■

且

１

１

、

｜
｜

．

？

～

１

１

１

外

《

ふ

Ｙ

、

ヤ

ケ

瀦

濫

提

一力

』
一
一
一
・
言
嫁
厩
哩
恒
‘
潮
；
‐
鵬
‐
￥
~

ｐ

恥

斗

一

一

一

一

《

捨

率

も

■

子

ら

宮

。

、

や

ロ

》

．

函

ｎ

勺

匡

参

マ

ー

●

Ｉ

い

、

萎

だ

‐

▽
ザ
弧
〃
可
牟
●

、
都
塁

ｉ~
北

舟

的

潮

ｏ

ｆ

－

ｉ

兵

。

．

叉

進

一
~
坊
．

み
，
‐
、
Ｉ
１
ｊ
Ｉ
、
尾
．

一
〃
渓

’
ん
坪
〃
ｊ
ｊ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
０
Ｉ
０
６
９
０
ｆ
ｌ
ｌ
ｆ
，
’
’
ユ
〆
昂

撫

批

〃

ｉ
弧
ぶ
震
皇

’

’

。

；液
､･D 1

. -も

●
F

Ｑ

。

、

■
Ｂ
ｒ
辞

〃
４
専
口

も

l
l

l＃
＃
ず
朧
；

制
す~

二

勺 ／鯵：
■

〆

↑
咄｡

▽

’
r四

､、
１
Ｉ

E卜

〆.－つ．
、乳.

､』

L

~~

~~~~

弐
ヅ

二
十
七

三

十
二
十
弐

三
十
弐

三
十
四

三
十
六

一
、

五
十
六

一
、

五
十
六

五
十
五

一
、

女

房

幸
右
衛
門

男
子
良
右
衛
門

女
房

男
子
良
吉

し
ゅ
ん

男
子
朝
吉
是
者
出
生

良

八

後

家

同

右

四

人

組

文

左

衛

門

禅

宗

旦

那

女
房

園

桑
原
村
桑

源

寺

桑
原
村
桑

源

寺

桑
原
村
高

源

寺

-131-



里

■I

１
１

、
皿
酎
■
■
Ｂ
Ｅ
ｓ
Ｕ
０
０
６
Ｕ
Ｕ
Ｙ
砂
Ｕ
８
Ｉ
２
Ｉ
１
ｌ

ｌ

ｌ

ａ

１

ｑ

６

０

ｇ

６

ｒ

０

９

0

、d』

リ１
３
ふ
渉

糸
ｆ
窪
征
~
令

垂

、

汁

〆

為

肥

や

‐

の
４

ｈ

口

■

画

■

■

■

、

■

Ⅱ

８

１

。

■

■

ｒ

１

１

ｑ

Ⅱ

１

‘
９

万
ふ
れ
泥

３
ふ
安
鵬

４
。

、

＆
刑
４
・
イ
ー

心

句
口
内

可

Ｑ
Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
０
Ｐ
Ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
１
０
１

！
■
Ｉ
Ｌ
Ｊ
■
■
■
且
日
日
。
■
■
０
０
０
０
１
■
ｂ
ｆ
Ｆ
１
Ｉ
０
Ｉ

Ｐ
ｐ
Ｊ
ｒ
■
１
■

七

僻
研
重
心
、
み
み
澗
吻
爵
仰
臘
匪

人
人
~
~
＃
１
刈
捌

1

萱
雀
１~

マ
ー
セ
へ

士
人
Ｉ
へ

髭 ｡

●

1

1

1

琴
＃

弓
ｂ
』q

－、 、

『 ｡

ヘ

噌毒一
、朧●

《

1

K

》

0

1

~ ~L

▼
I

~

右
四
人
組

五
ツ

八
ヅ

男
子
松
治

男

七

人

合

拾

弐

人

内

女

五

人

男
子
安
治

此

旦

那

寺

七
人

五
人 駿

河
國
深
良
村
興
禅
寺
末
寺

伊
豆
國
宮
上
村
最
勝
院
末
寺

桑

原

村

桑

源

寺

桑

原

村

高

源

寺

ｌ
も
Ｐ
ｊ
Ｒ

Ｉ
ｐ
６
Ｕ
ｌ
■
９
１
１
口
日
■
Ｕ
０
ｂ
Ｂ
Ｕ
ｌ
Ｂ
■
Ｂ
■
■
■
■
凸
Ｕ
ｆ
■
■
■
■
６
，
０
１
０
ｈ
Ｆ
“
け
●
ｔ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｐ
‐
１
１
１
１ -132-

~



一

~~~~~~

~~~~~

ル
Ｗ
ｌ
認
服

●

哩伊~~

ふ
ぷ
乞
更
１

誤
・
、
ケ
タ

令

屯
や

私

。

１

．

口

凸

１

０

″

ｂ
４
．
『
榊
卯
．
．
Ｉ
α

』
角
八
・

■

０

■

『

。

ム

口

一

“

，

、

一

四

晶

皇

立

・

”

守

り

・

“

〃

、

．

・

Ⅱ

〃
１

』

I
一

、

に
、

“

ｖ

も

１

Ｊ

、

心

ｆ

７

１

｡

。

’

Ａ

１

■

■

ヴ
ケ
、
０
口

も
字
Ｊ
矛
。
一
雨
，
。
壷
．

F二

』

■
■
■

'

１
今
〃

〃I三P

ー

L】

f

、

。
・
１
．
．
‐
‐
・
・
一

､

｢ 可

L

~~~

小
田
原
閲

唇
豆
函
田
方
都
大
竹
村
切
支
丹
宗
旨
御
亟
寺
雲
文

圭
旦
加
払
派
小
一
一
『
戸
〕
瀬
川
ロ
佇
嘩
‐

四
冊
之
内

寺

順

-133－



望

1
0

0 ， ｉ
Ｉ

９

１

己

ｆ

、

Ｌ

Ｌ

０

苧

●

ｆ

４

ゴー

》
わ
り
皐
唯
応
艮

~
~
汐
偽
〃
ｆ
災
降
芯
馨

巧
〃
申
▲
■
官
‐

『
■
や
も

Ｆ

０

㎡

。
8

，

&1

W
蟇／『~）

お
承1

婁

，

Q

4

→

、
帝
奪
署
循
伶
鼻
蒐
勝
鴦
蒼
雀
豊
箸
Ｊ

ｊ
＃
紙
藩
脇
豫
少
端
ｌ
⑲

f

ゴ･L

j
q l q･

郷国:' 1
f､.i ；

（､、
《"蜘

吊､3．
kと

り ↑ ．

《* ．,､、
幻 や 里

,蕊
眺、
I~ ､

~}i
;i #

P

y
剰齢
イ

リ‘
炉、

F≠
■･

"-､兇~l
〆

Y
･・ し

や

1 ‘，妙

｡七

夕

q

！

■

『

や

１

－

や

小

』

▲

‐

浄

冗

ｆ

ｌ

僅

就

~

I

晏
景
鬘
冬

L可

I

~

ソ
‐、

デ

グ

イ

'

」
え

IU

~

＝

一
、
當
寺
中
一
一
而
召
仕
候
者
井
門
前
地
借
店
借
居
住
之
者
迫
不
レ
残

一
、
小
田
原
江
奉
公
人
之
内
、
拙
僧
旦
那
之
分
宗
旨
無
し
紛
旨
其
主
人
江

無
二
御
座
一
候
、
総
而
僧
俗
男
女
共
行
衛
不
レ
知
者
差
置
申
間
敷
候
事
、

相
改
、
切
支
丹
宗
門
之
者
者
不
レ
及
レ
申
、
あ
や
し
き
宗
門
之
者
壱
人
も

手
形
出
置
候
者
之
内
、
若
切
支
丹
宗
門
之
旨
、
申
族
於
し
有
し
之
者

拙

僧

何

方

迫

も

罷

出

、

急

度

申

訳

可

レ

仕

候

事

、

謝

文

之

事

－134－

」



~

。
．
］
一
阜
一
畢
恥
酬
口
宮
口
・
ｐ
ｐ
０
Ｄ
Ｄ
●
，
‐
，
■
■
Ｄ
■
Ⅱ
、
■
１
０
Ⅱ
Ｕ
０
Ｂ
１
０
ｐ
１
１
１
ｊ
Ｌ
Ｂ
０
印
も
■
Ｈ
ｒ
ａ
■
呈
■
■
７
ｌ
ｂ
‘
－
１
０
‐
ｒ
’
１
恥
訓
‘
ｗ
ｂ
１
‐
巳
ｆ
Ⅱ
０

､
8

勺■

〆

氷

き

る

象

Ｉ

~

~

~

《

轟

争

澗

耀

②

ｊ

晦

縢

俵

羅

需

孝

…

白
』
■
も
り
も
野
口

鬼

及
侮
、
扉
；
協
凋
塵
Ⅷ
~
~
ふ
え
ぬ
、
〃
“
．

《

幸

一

恥

．

警

７
〃
駐
遡
４
１
側
冊
偽
~
等
ゆ
焔
惨
隙
催
囎
唯
Ｙ
紺
地
〃
協
川

、
呼
秀
締
鵬
轟
棚
紺
欧
；
蝦
尊
芯
亦
響
蝪
や
券

《

一
座
壺
極

~
~

毎

冊
Ｍ
雁
樅
Ｙ
Ｉ
ハ
ゼ
？
て
人
へ
今
廊
》
蚕
い
修
竹
添
謬
伽
轤
降
河
~
師
○
耀
心
御
１
‐

I

叩

i
ワ
ヵ

１
４

Ｋ
修
進
留
曇
鯖
逢

1
0
1

勢
侭

一
・
Ｇ

ｑ
‐
ド
Ｌ

■

▲

寺

入
泌
八
乱
闘

Ｉ

４

↓

ヤ

像

一

も

。

Ｇ

８

！

■

ｒ

ｒ

ｉ

８

９

１

０

，

１

ｐ

畠

1

L4

~

~

右
之
通
今
度
切
支
丹
宗
門
御
改
二
付
為
二
後
日
↓
価
如
レ
件

僧
俗
男
女
共
壱
人
も
無
二
御
座
｜
候
、
為
二
後
日
》
価
如
レ
件

右

之

通

寺

内

僧

俗

井

門

前

地

借

店

借

居

住

之

者

迄

不

し

残

次
元
禄
四
辛
未
年
３
、
御
制
禁
被
二
仰
出
↑
候
、
悲
田
不
受
不
施
之
宗
門

無
二
御
座
》
候
間
、
則
住
持
證
文
被
レ
致
、
井
拙
者
共
判
形
仕
差
上
申
候

宗
旨
銘
々
御
改
被
レ
成
候
一
一
付
、
堅
吟
味
仕
切
支
丹
宗
門
之
者
壱
人
も

一

、

山

ル

叩

明

陸

肌

工

人

ム

ロ

室

爪

一
、
工
人
ム
ロ
崖
爪

嘉

永

二

己

酉

年

寺

社

御

奉

行

所

僧

壱

人

住

持

相
模
國
一
ノ
沢
淨
発
願
寺
末
寺

臘
圃
‐
山

五
拾
八
閲

光
明
院

-135-



一

■

ｲ

『

－；－茂
一
~
ニ
タ
私
腱
為
圭
擁
少
添

~

~

０

口

り

毎

．

１

、

い

、

●

ヱ

ザ

、

、

。

，

‐

ぺ

ｊ

”

串

７

ｂ

も

１

ハ

ー

ハ

リ

ー

・

恥

。

丘

ｇ

郵

鋳

黍

Ⅶ

祢

雅

奇

轟
審
喜
鼻
Ｉ
。

一

ｅ
Ｌ

竿
介
拶

｢

~

寸
浄
。j》ぬ､‘

ﾛ ･

豈拙鋸
ﾉド

蕊
~
轤

及
桝
挑
げ
ゞ
・グ今

え

墓

叩

墨
丞
鋸
碓
７
２
冬

、
ｌ
Ｌ
彌
蝿
咽
停
・
●
ｈ
１
．

~

↓

、
聯
鋒
ｌ

ム

ヴ

‐

Ｏ

も

四

曲

丞

○

０

Ｆ

‘

。乞雛 r

“

凶

’F1

〆Ij

Ｐ
Ｊ

ー ロ■■■■■一 一

去

申

御

改

引

合

増

減

無

二

御

座

｜

候

壱

軒

名

主

一

、

家

数

合

弐

拾

壱

軒

内

拾

八

軒

本

百

姓

五

軒

無

田

去

申

御

改

引

合

壱

人

減

申

候

男

四

拾

七

人

一

、

人

数

合

八

拾

壱

人

内

女

三

拾

四

人

此

訳

○

拾

三

人

一

、

高

百

四

石

壱

升

六

合

嘉

永

二

己

酉

年

伊

豆

國

田

方

郡

大

竹

村

酉

年

人

別

一

紙

目

録

寺
＃
卿
奉
行
所
＃ 大

竹
＃

名

主

虎

太

郎

-136-



－

１
０
１
１
．
６
，
４
６
■
ｌ
ｊ
ｆ
Ｉ

L

E国
●

３

個

…

蟇

・

~一姥唾桿γ多」《
，

：

人

傾

狩

今

回

，

●

範

一

一

●

，

，

’

卿

’

・

ｆ

０

ｆ

ｌ

ｆ

ｄ

４

・

Ｊ

ｆ

↑

〆

，

℃

。

Ｌ

０

胞

も
谷
ｂ
久
侃
猟
１
１
上
腱
廿
刷
ル
ィ

ー

入
で
ぶ

､

γ

鳥

斗

堀

蠅

厳

盆

か

庭

~

~

ち

~

Ｎ

」

1.

＃，
●

●

！

、

一

噸
ゲ
ノ
へ

ル
ノ
ノ
ヘ
寺
~
．
”
~
券
吻

、

一

㎡

０

毛

へ

１
ノ
ハ
楓
郷
~
“
咋
州
削
州
川
継
や
息
弧
ｆ
＃
・
恥
~
昇
り

●
、
；

過

協

え

あ

み

”

解

〔

掴

＆

言
葵
襄

』

窯
蝋
万ノ

｡－

芝 を
＃

皇
)§

夫

｣

災
~~~一~ー’ ＝一･･････ﾛﾛﾛﾛ■■ﾛ■■■11■． ･－

一
一
、

一
一
１

男

壱

人

弐

人

内

麸

堅

鈩

鋤

以

後

御

他

領

へ

縁

付

参

り

候

者

（

相

模

國

一

ノ

沢

浄

発

願

寺

末

寺

）

工

八

ム

ロ

ウ

爪

汁

煩

田

圏

山

山

恥

刈

叩

明

陛

例

寺

内

御

除

地

去
酉
御
改
引
合
増
減
無
二
御
座
一
候

臘

旧

士

唇

’

八

片

世

性

付

主

甘

ｎ

口

十

八

叩

明

抽

押

士

暦

糺

仕

丹

側

市

甲

灼

把

社

地

御

見

捨

外

二

拾

弐

人

内

右

人

数

之

内男

壱

人

去

申

御

改

以

後

死

人

壱

人

男

去

申

御

改

引

合

増

減

無

二

御

座

一

候

犀

脚

粉

弧

Ａ

口

冊

Ｈ

Ｔ

に

弐

人

女

多

し

去

申

御

改

以

後

出

生

候

者

拾

』
、
一
〃

男
七
拾
壱
人

九

人

名

主

本

百

姓

女
弐
拾
九
人

男

八

人
無

田

女

四

人

－137－



｜
’

~~~~~~~~~~~~~~~Ｌ１８ⅡｂＪｉ■１１■■ＪＩＩ０Ｉ．▲日日且Ⅱ１Ｊ’Ⅱ！■７１１１１１‐’ＤＩｌｌＩｌｌＩＦｉＩＩｌ‐ｌＩ４０ｊｑＩＩＩ１ｉＩ７ＩｌＩり６１ｆ↓Ｂ１０１ＩＩＩ０ＩＩｌｂ‐．９‐１ⅡⅡ４・守’’１１０ｑｑ０－、４１１~

窪．

｝

叩

‐

・

一

フ

．

生

罐

症

や

御

吻

”

し

．

”

唖

罰

叩

″

・

″

・

銅

￥

～

１

１

▽

凸

、

。
／

ｌ

ｈ

限

呼

‐

．

亘
罰
、
必
１
１
１
１
。

１

１

池

》

岬

１

，

修

唾

侭

司

孝

二

＆

ぬ

“

↑

．

・

坐

刀

一

且

、

ふ

ｎ

ｌ

ｅ糸
息
駕
霊
可
ゑ

吟
ツ
ー
冬
腐
惣
廻
哩
望
一
』
〃
垂
耐
〃
了
い
肌
Ｙ
と

一

⑤

J
’

八
鯵
登
捷

~ ~

〆呉~

髪~番
二"｛

季｣＃

手
葬
象
駒
河
吹
鯵
》

誌
永
、
一
己
ら
手
《
言
え
を
帝

~L J

モ
イエ

訂
’
・
ざ
、

Ｊ
“
β
片 久
桝
卵
黄
耐

甑
（J

▲＝

●
屑
、
，
。
。
．
。
↓
却
測
●
、

〃

●
Ｆ
ザ
，
．
録
・
・
・
，
Ｐ
‐
‐
，
ｒ
も

一

今
も
》
．
蝉
厨
か
恢
丸
塵
ｌ

『

毎

，

、

側

・

利

雄

北

１

茄
今
北

4

1

、

I

l

l
l

Ｉ
▼

－‘｡=E=-==| - ~ ，■■ ■■ -1■■■■■■■■■

』

右

之

通

當

酉

年

宗

門

井

人

別

一

紙

目

録

少

も

相

違

無

二

御

座

｜

候

、

以

上

一

、

山

門

袖

仰

宮

口

士

喧

払

仙

挫

判

市

甲

灼

廻

右

同

断

寺

壱

ケ

寺

＃

宮

三

社

一
、
千
八
畢
幡
ｉ
天
笠
ロ
燕
催
士
唇
郁
柾
挫
判
由
甲
蛤
悩

寺
社
御
奉
行
所
様
様

嘉
永
二
己
酉
年

右

同

断

大
竹
村名

主

虎

太

郎

－138－

竺



一

釘

ﾀ ﾏ ･▲
『

e 申

~ ~ ~~一望 ザ●

"〃ー■

･リオ八.一口
■ －W

~PJDd

ｂ
ｆ

↓;雀篭↓

I 9

平

井

村

寅

十

二

月

廿

八

日

軽

井

沢

村

箕
作
玩
甫
様
熱
海
村
追
御
継
立

一

、

御

乗

物

壱

挺

此

人

足

四

人

宇

田

川

奥

竹

様

同

断

一

、

御

乗

物

壱

挺

此

人

足

四

人

一

、

同

四

挺

一

、

宿

加

舘

弐

挺

一

、

御

先

排

此

人

足

六

人

一

、

竹

馬

壱

荷

一

、

両

掛

壱

荷

此

人

足

弐

人

一
、
御
用
長
持
弐
棹

此

人

足

拾

六

人

此

人

足

八

人

此

人

足

六

人

此

人

足

弐

人

箕

作

様

宇
田
川
様

御
長
持
弐
人
ヅ
ッ

－139－

~~

~~



ｰ

ｰ
‐ ー 言も

§

』

、

、
■
』

一

、

人

足

拾

五

人

是

嘗

日

餘

リ

人

足

賃

之

分

一

、

人

足

三

拾

人

是

夫

人

足

其

外

持

廻

り

廻

状

人

足

共

一

、

松

明

持

四

人

此

賃

壱

〆

五

百

文

但

し

壱

人

三

百

文

ヅ

塾

〆

立

人

足

五

拾

五

人

壱

人

二

付

六

百

文

ヅ

型

一

、

人

足

四

人

御

先

触

夜

中

両

度

弐

人

ヅ

蚤

惣
〆
四
拾
弐
〆
（
貫
）
弐
百
文

内
壱

〆

五

百

文

此
賃
四
〆
五
百
文
壱
人
百
五
十
四
文

-140-

~~



－

i
l

山

1
1マ． 守

濡や

ｾ ミ
. ． 塾

~ 《
。$？ 『｡

一
つ
今

ｰ

や
守

＝
壽

；

昔

。
Ｐ
員
ｇ
■

咽
も
津
い
い
鞭

■
■
ご
▲
』
●

ｒ
鄙
Ｑ

ｒ

ｆ

Ｆ

、

一

マ
子

〃
~
言
ノ
も
凡
／
ワ
７
侭

零
‘

．

‐

凸

夕

も

。

〃

▼

己

山

浜

、

０

寺

。

へ

－

９

・

誤

ｒ

ａ

〆

兎

苧

，

~~
~…

‐；
宏
参
＃ ・§ ；

; ~卜息
｡ 画. . " G

~~ 1

41L

識、~
､ ｻ.､q4

差一へ_ 一

一

、 、

℃

八七三

一

、

高

四

百

四

拾

六

石

上

沢

村

一

、

百

四

石

一

、

弐

百

九

拾

石

一

、

百

廿

七

石

一

、

百

三

拾

石

高

百

石

二

付

銭

五

百

九

文

三

分

此

割

高

八
千
弐
百
四
拾
八
石

残
百
八
十
六
文
是
賃
人
足
弐
人

ゞ

御

排

有

し

之

候

分

引四
拾
弐
〆
拾
文

百

拾

弐

石

百

六

拾

三

石

百

六

拾

八

石

大

竹

村

桑

原

村

多

呂

村

中

島

村

大

場

村

）

間

宮

村

北

沢

村

－141－

~



三］

↓

婁

毒

素

、

卵

一 一・ 一マ

イ

‐一 ｰ 巨三

マ

皇

口

一
一
毛
蛎
這
（
』
琴
甦
裡
》
、
馴
匂
《
．
”
』
咽
〔
（
峠
病
！
‐
：
~
，
‐

；
令名

▲

藍
誰
や
恥
、
準
い
↑
芯
』
弐

・

一

〆

一

■
９
，
守
り

~
~

竜
▽
▽
ザ

；竜ユ
寺q

竜

炉も

『

I

v｝、

磯伊

皇";ジル
I r

一

、

高

百

五

拾

三

石

大

土

肥

村

一

、

九

百

八

拾

石

仁

田

村

一

、

八

百

八

拾

八

石

一

、

四

百

弐

石

一

、

六

百

廿

五

石

一

、

六

百

八

拾

九

石

南

奈

古

谷

村

一

、

三

百

五

拾

六

石

一

、

七

百

三

拾

三

石

平

井

村

一

、

七

拾

四

石

一

、

百

四

拾

六

石

一

、

百

六

拾

弐

石

柏

谷

村

畑

毛

村

北
奈
古
谷
村

丹

那

村

畑

村

軽
井
沢
村

田

代

村

－142

~ ~



－

~

“
ｑ
ヴ
ロ
ワ

・

Ｄ

ｒ

ｌ

Ｉ
畔

〆

似

〈

Ｉ

Ｉ

刑

一

~

ふ

１

~

〕

も
竜

凸

■

・

ロ

．

↑

寺

哩

〃

■

蝿

己

ら

■

。

日

●

ｆ

畔

Ｌ

膿

い

い

し

も

７

．

級

．

伽

ド

ト

Ｅ

Ｆ

ｈ

Ｕ

Ｉ

陸

ｒ

鵬

阿

囚

針

鎮

岬

岻

啄

級

略

か

碓

ク

ド

Ｌ

Ｌ

Ｉ

ｒ

Ｉ

ト

ル

Ｔ

Ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｔ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

４

I

~
~

~~~~

■

砕

か

■

申

公

ｊ
唖
野
ｏ
ｇ
Ｐ
戸

口
■
口
Ｂ
Ｂ
Ｊ
Ｉ
ｏ
ｂ
、
心
９
６
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｆ
Ｉ
０
・
』
０
．
１
０
〃
ｌ
■
日
■
ロ
．
Ｐ
Ｄ
Ｏ
ヴ
，
肋
卸
』
．
’
■
・
ツ
タ
ニ
Ｉ
Ｂ
Ｔ
，
Ｏ
Ｌ
、
‐
Ｉ
Ｐ
伊
Ｅ
０
６
ｒ
ｌ
Ｉ
品
■
０

、

雫

『

、

I

鯉
當
午
御
年
貢
米
御
蔵
納
出
辻
庭
帳

十

一

月

十

三

日

安

政

五

午

年

大

竹

村

－143－



~~~~~ ~~~~ ~~~~~~~~
~

~~ ~ ~
､

b

ｉ
蕊 龍
~

〆
廿
弐
表
（
俵
）
也

内

壱

斗

重

右

衛

門

納

不

足

四
表
（
俵
）
四
斗
六
合
弥
兵
衛
江
納

三

表

一一一

一

、

三

表

（

俵

）

也

幸

右

衛

門

納

小
以
〆
廿
三
俵
弐
升
八
合

六

升

弐

俵

也

三

俵

七

升

壱
斗
弐
升
八
合
、
七
月
十
一
日
相
納

差
引壱

俵

壱

斗

弐

升

八

合

不

納

拾
弐
俵
三
斗
四
升
弐
合
自
分
納

内

七

月

十

一

日

壱

俵

也

盆

貸

米

二

而

相

納

米

拾

壱
表
五
表

俵

也

（
俵
）
也

（
俵
）
也

（
俵
）
也

給

米

桑

原

蔵

江

納

重

右

衛

門

長

藏

納

虎
太
郎
江
納

伴
藏
江
納

清
吉
江
納

良

右

衛

門

-144-

＝



一

~

蕊~
ぞ
~
易

一
斤
叉
噸
紘

そ
勇
陶

プ
必
食

や

ケ

ラ

吟

ｊ

蚕
鴦
房
〃
や
み
毎
催

２

掘
雁
窓
馴
“
昨
衲
峰
鎮
均
畢
″

や
〈
も
ｆ
ム
ワ
鑛
畦
“
メ
△
ｆ
伽
腸
鐸
》

罰

え

凝
恥

５
１
恩
３
画
９
ヶ

ふり七
~

~~~~~~~~ ~~~ ~
~

小
以
〆
拾
四
表
（
俵
）
三
斗
弐
合
五
勺

幸

次

郎

一

、

米

八

俵

討

、

註

繩

弐

斗

壱

升

暮

不

納

〆
拾
四
俵
三
斗
弐
合
五
勺

内

訳

五

俵

弐

斗

四

升

虎

太

郎

納

代
金
二
而
證
文
一
一
相
廻
ル

米
五
俵
九
升
弐
合
五
勺

壱

斗

五

勺

手

前

分

納

弐

表

弐

斗

八

升

弐

合

同

江

御

知

行

所

三

俵

弐

斗

壱

升

光

明

院

納

弐
表
（
俵
）
三
斗
五
升
桑
原

~

~

小

田

原

領

江

－145－

一

’



溌
儀
矛
嘉

伽

織

》

恥
罹
卿
蝿
榊
狗
酔
啓
幟
蝿
確
や
州
舛
寡

巳

〆
~
上
‐
・
ら

写
延
子
が
毎
泉

－＝

~
~
~
~
~
~
~

~
~

，

で

箸
ｉ
ｌ
湾

一

、

米

拾

俵

也

寸
誌
儲
三
升
三
合

外

一

一

米

九

俵

也

〆
廿
壱
俵
三
升
三
合

九

俵

三

斗

六

合

五

俵

七

升

七

合

六

升

伴

蔵

江

納

小
以
米
弐
拾
壱
俵
三
升
三
合

但

し

四

斗

弐

升

と

し

而

三

俵

弐

斗

三

升

桑

原

分

小

田

原

領

納

同

弐

俵

弐

斗

四

升

御

知

行

所

納

四

斗

入

口

内

桑

原

蔵

江

入

納
人
久
左
衛
門

庄

右

衛

門

手
前
分
納

同
断高

畔

分

納

清

八

－146



一

ダ
ム
■〉

字引

一二コ
℃

含
迩
鹸
が
驚
噌
零
噴
飛

一
協
患
ム
嬢

戸

画

捜
之 博

ダ

〆

I, !
刷伽

マ

＃
卜
冴

~

一一 『卓 一一一一=弓〒一宇 一一 ＝~~~~~

新

左

衛

門

後

家

一

、

米

壱

俵

也

．

十
一
月
廿
四
日

一

、

同

壱

俵

也

〆

三

俵

也

此

分

虎

太

郎

江

納

一

、

米

弐

俵

九

升

五

合

自

分

納

辻

内

弐

斗

壱

升

久

藏

β

納

壱

俵

三

斗

五

合

良

吉

納

小

以

〆

弐

俵

九

升

五

合

廿
七
日

合
計
拾
三
俵
壱
斗
三
升
四
合

内

訳

三

俵

也

虎

太

郎

江

納

拾

俵

壱

斗

三

升

四

合

自

分

納

一

、

米

拾

三

俵

一

、

壱

斗

三

升

四

合

甚

兵

衛

-147-

~~

~ ~



→

~~と〕
二

モノQ

嫁
久

▲

、

、

■

１

０

・

Ｕ

ｌ

ｈ

１

１

・

日

Ｌ

も

~

~
~

人

掴

~

伽

Ｘ

〃

諺
分
系
働／

：

．

i
〃

､

主〆ｸ

＝一一一＝一一一-
＝＝ニョーー＝

ツ
と一一一一=－＝一~

長

蔵

一

、

米

弐

拾

壱

俵

内

七

俵

也

虎

太

郎

江

納

毒
物
六
鯏
圭
硫
合
五
勺
同
融
蝿
榊

壱

斗

四

升

三

俵

也

良

右

衛

門

江

納

正
米
弐
斗
九
升
也

三

斗

弐

升

光

明

院

江

納

内

三

升

午

違

作

之

引

之

由

二

納

三

俵

也

万

吉

江

納

三
俵
壱
斗
六
升
六
合
手
前
江
納

四

俵

也

桑

原

分

六

反

田

小

以

廿

壱

俵

三

斗

七

升

弐

合

五

勺

差

米

到

二

斗

七

升

弐

合

五

勺

不

足

内

三

升

寺

分

引

上

田

四

畝

拾

八

歩

米

三

斗

四

升

壱

合

当

午

荒

地

引

又
差
引
壱
合
五
勺
也
海
吉
引
米
ニ
テ

定

例

米

三

俵

壱

斗

六

升

六

合

内

米

三

斗

四

升

壱

合

当

午

荒

引
而
米
弐
俵
弐
斗
四
升
缶
合

－148－

一

~~~



一

匡夛夕
､－‐イ

〆
″
附
似
７
４
１
へ
″
“

身
惟
岬
＃
鯵

戸司
■今

死

予
々
誤
γ
伽

鐸

~

菰３

舎

却

〆

漣

〃

？

易
ザ
ー
~
妙
７

｛
己。

』

~

〆

九

俵

壱

斗

八

升

〆

八

俵

八

升

八

合

~~
一q

一

、

米

七

俵

也

同

代

納

一

、

同

壱

斗

八

升

~

米

四

俵

也

廿

三

日

九

合

同未合

九

俵

壱

斗

八

升

也

内

訳

六

俵

壱

斗

八

升

手

前

分

納

外

二

三

斗

弐

升

光

明

院

江

納

三

俵

也

虎

太

郎

納

米

弐

斗

九

升

長

藏

納

廻

ル

三

俵

弐

斗

壱

升

幸

次

郎

納

春弐

俵

也

光

明

院

兵

蔵

－149－

~~



一

犀

~

'食、掴
“↓
産
老

多

り

あ

吟
了
毫
~
２
〃ｊ

多
露
誉
隻
雀
添
小
″
鱗
／

日

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

宅

~~

緋
珊
舩
仏
介 、

ｌ
Ｐ
Ｌ

/八
~

廿

七

日

一

、

壱

斗

弐

升

六

合

八

勺

同

日

一

、

糯

米

半

俵

也

但

し

弐

斗

入

一

、

米

六

俵

也

同

日

一
、
圭
直

合内

米
四
表
（
俵
）
也

壱

斗

八

合

壱

斗

六

升

弐
表
（
俵
）
壱
升
四
合

壱
斗
壱
升
六
合

弐

升

六
升
八
合
八
勺

小
以
米
七
表
（
俵
）
六
升
六
合
八
勺

斗

六

升 要

虎
太
郎
江
納

同
断
上
ノ
山
分

壱

割

引

而

同
断
浜
井
場
分

水
汲
戸
納

屋

敷

納

良

吉

納

源

助

江

納
掴

-150-

一

~ ~

~~



一

廿

四

日

一

、

三

斗

七

升

四

合

四

勺

〈
ロ小

以
米
拾
表
（
俵
）
三
斗
七
升
四
合
四
勺

一

、

米

拾

俵

也

拾

表

（

俵

）

也

虎

太

郎

江

納

壱

斗

弐

升

同

断浜

井

場

江

納

弍

斗

壱

升

新

左

衛

門

江

納

四

升

四

合

四

勺

自

分

納

久

蔵

－151－

一

一一
~

~~



I

J ,

〃けト
ー
も
〃
ウ
ｊ
ｍ
鯲
啄
“
へ

“
鐸
附
鵬
に
~

奇

“
縫
琶
ｚ
鼻

噌
吋

喝
LI

~

群.蓮 ‘

避…
ノ

何 ．

一

、

米

五

俵

壱

斗

六

升

壱

合

納

辻

皆 此

分

相

返

ス

米

三

斗

壱

合

十

三

壱

分

壱

厘

か

へ

此

銭

三

〆

七

百

拾

八

文

此

分

夫

銭

江

相

廻

ル

引

而九

升

八

合

過

米

也

差米

三

斗

九

升

九

合

過

米

内米

三

俵

弐

斗

六

升

良

吉

計

同
弐
表
（
俵
）
三
斗

小
以
〆
六
表
（
俵
）
壱
斗
四
升
納

内

引

濟

万

吉
長
蔵
計

－152－

~



一

－一

i
~ 〃

誠”

、
ム
趨
棚
附
似
″
１
１

今燕癒拶却鬼鐸~~デグ
や
‘一
J叩
~
~
派
も
凡
々
、
一
寸
ｒ
~
僻
彫
却
~
γ
、
丸
鵡
Ｉ
〃

ｆ
〃
γ
炉

毎

為 qI

ー

炉

一一一一一一二 全一 P -一一一一一一 ＝一一一一一一
一 口 ■

J
一一コ

一一一一一一ー一一アーゴ
~~

一

、

米

拾

三

俵

也

内五

俵

卜

四

升

虎

太

郎

分

江

納

三

俵

也

良

右

衛

門

分

江

納

宮

免

江

納

壱

俵

壱

斗

四

升

九

合

弐

升

伴

蔵

江

納

ル

三

俵

弐

斗

三

升

四

合

自

分

納

小
以〆

十

三

俵

弐

升

三

合

差合

拾

三

俵

弐

升

三

合

但
書
損
相
見
江

三
俵
弐
斗
五
升
四
勺
之
処
正
当
也

米

弐

升

三

合

不

足

此

分

廿

七

日

相

納

ル

外
二
弐
升
八
当
分
伴
蔵
援
助
之
積
り

引

幸
右
衛
門

－153－

一



~

凸

＄

“
卵

■
F

午

御

助

成

金

一

一

而

納

一

、

米

九

升

八

合
礫

石

十

月

廿

六

日

彦

七

一

、

米

五

俵

也

幸

次

郎

預

ヶ

虎

太

郎

分

江

納

’

力｝

ル

-154－



一

令
一
Ｚ
Ⅱ
叩
し
り
″
鵬
嗜
』

胸

/％
！

Iザ

ろ
夢
勿
刃
ｊ
入

、
づ
い
礪
刀
幸
一
／
●
．
〃

割

、 一

”
Ⅱ

／1

〃，ﾒタ
一

一

桑

原

村

未
正
月
廿
六
日

米

吉

一

、

米

壱

俵

半

也

代

納

人

彦

四

郎

十

二

四

分

か

へ

代

金

壱

両

三

朱

卜

百

四

拾

九

文

玉

沢

善

助

江

納

小

以

米

拾

俵

三

斗

弐

升

壱

合

但

し

四

斗

弐

升

と

し

て

廿

日

七

日

一
、
四
俵
三
斗
弐
升
壱
合

今
ロ 一

、

米

六

俵

也

同
御
知
行
所
納

五
表
（
俵
）
壱
斗
九
升
四
合

桑

原

分

小

田

原

領

納

五
表
（
俵
）
三
升
三
合

内壱

斗

九

升

四

合

手

前

分

納

定

七

-155-



~

一
》
ず
伽
卵
歩

寺

画
〃

〆

ﾉ秀
Ｉ
忍

一
『

罫

＊

I ~~

〈
ロ 廿

七

日

一

、

六

俵

弐

斗

弐

升

四

合

小
以
〆
拾
弐
表
（
俵
）
弐
斗
弐
升
四
合

一

、

米

六

俵

也

内五桑六四

斗

四

合

桑

原

分

六

反

田

納

俵原俵
三分

斗御八

三知今
口

升行

弐所

合納
手

前

分

納

内

弐
升
四
合
不
納

此
分
暮
｜
一
代
一
一
而
納

但

し

四

斗

弐

升

与

し

て

文

左

衛

門
’

－156－



一

~~~

I

葺
坤
を
娩
唱
Ｉ
リ
ｆ

ワ
ゅ
一
ヶ
秒
を
“
可
内
側
拠
聯

Ⅲ
似
う
し
漁
″
〃
ん

１

‐
甲
山
ｆ
侭

１
Ｊ

Ｌ

〃

〃

、

１１ノ

廿

七

日

一

、

五

升

弐

合

但

し

志

ゆ

ん

江

納

一

、

米

壱

俵

也

外
二弐
表
（
俵
）
也
良
右
衛
門
納
相
廻
ル

差

米

到

一

斗

六

升

九

合

五

勺

不

納

十
弐
八
卜
（
分
）

代

金

弐

分

三

朱

也
下

田

拾

六

歩

米

二

一

升

壱

合

五

勺

當

午

荒

引

~

清

士
口
壹

－157－

~~~~
一

~
一

~



一K

穂

j

I1
＃
ﾉ領
．、

い

》

０
０
、
“
ロ
》
》
・
０
１
○
ク
ー
ケ
ー
ｉ
〃
■
■
■
■
■
■
少
口

邦
山
点
~

酌

~~
~~

~
~
~

（

良

吉

）

一

、

米

拾

俵

也

外

二

七

俵

半

桑

原

蔵

江

納

〈
ロ

拾

七

俵

弐

斗

壱

升

内

六

俵

壱

斗

五

合

虎

太

郎

江

納

八
升
五
合
之
内
壱
わ
り
引
而

七

升

六

合

五

勺

同

人

江

納

壱

俵

三

斗

五

合

由

右

衛

門

納

七
婆
鑿
這
域
諸
諸
江
自
分
”
納

小
以
〆
拾
七
俵
半

差

引
弐

俵

弐

斗

弐

升

五

勺

不

納

内

弐

升

要

七

納

壱

斗

六

升

万

吉

分

引

方

又

差

引

相

廻

ル

弐

表

（

俵

）

四

升

五

勺

也

外

二

壱

斗

四

合

拾

五

貫

目

分

合
弐
表
（
俵
）
壱
斗
四
升
四
合
五
勺
不
納

拾
弐
八
分
卜
（
分
）

此
永
壱
〆
（
貫
）
八
百
三
十
一
文
弐
分
五
リ
（
厘
）

未
永
弐
百
七
十
四
文
六
分
九
リ
（
厘
）

（
〆
申
三
月
山
代
金
二
而
相
納
）

四

俵

也

万

吉

江

納

-158－



一

一
壬
呼
伝
峰
附
ゆ
へ
：
咋
祷
~
~
~
姫
~~

０

？
誘

島
灸

ふぐ脇聯

;IF
＃

鞍

i
●

鳥
、

鞭~

一廿一
、 ､

《
ロ

七

俵

壱

斗

八

四

合

也

此
処
虎
太
郎
分
江
可
レ
納
者

米

七

俵

三

斗

壱

升

五

合

也

差

引

壱

斗

三

升

壱

合

不

納

外

一

一壱

斗

四

升

壱

合

居

屋

敷

納

辻

不

納

不

納

合

御

蔵

米

弐

斗

七

升

弐

合

也

此

利

弐

升

七

合

外
二
暴
登
駆
嘱
曇
十
一
群
潅
熟

皆

濟

米

四

俵

也

七

日
壱

俵

外
一
一米
弐
表
（
俵
）
壱
斗
『
ハ
升
四
合

定

便

給

差

引

残

長

七

－159－

~~ ~



＝‐幸

”

1

ア
チー

'ェ
ソ

－…-------__ノ~ ~

I 1
~

~~
~~

十
二
月
廿
七
日

~

廿

七

日

一

、

米

壱

斗

外
一
一
百

米

三

升

四
文

壱
今
ロ

桑

原

庄

升
上

沢
久

左

衛

門

夫

銭

預

リ藏

－160－



‐

r'･｢ 'K ' . ,dt'
'F~一琴: ~ ‐・望

一
“
ヘ
』

画

１

１

１

８

Ⅱ

０

６

１

１

０

ヶ

Ｉ

上

，

一ヤ
ー

一

宮、

ﾉ1
､九・

｢

聖
芦
嶽
一
〉

ー

P

~

｜
I

一卜､‐
〆、

淵 碓
例
僻

、

Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
鋸
ｌ
ｌ
Ｉ
ｈ

／'

も

、

’

往
還
国
役
村
入
用
小
前
割
帳

十

二

月

九

日

萬

延

元

申

年

＝

大

竹

村

名

主

虎

太

郎

-161-



〆

一

八

》
い
－
鐸
鋒
空
》
毎
騨
炉
険
鐸
缶
ノ

軍

”

杢

や】
~

一

鰯
ﾀﾄ ia､fL,'）ム“
ゲリザ

濠

晩
尺
八
ゆ
胸
澗
旬
、
プ
息
~
〃
職
い
が
！

、

号

口

ぽ
１
４
息
腫
締
跨
ノ
序
崎
Ｖ
必
圭
辿
、
Ｚ
〆
卜
修
“

。

■

１

０

●

凸

■

５

４

Ⅱ

２

０

０

●

■

■

＆

丑

■

ロ

。
‘
巳
■
ｆ
ｒ
６
ｐ
▽

ム

急
÷ 、

イ‘
>､‐

'鯏｝,参I 1

i鞍
『

r

fJ･ど；．
『

l

ノYI
篭、

ｲｲし
亨

宇一F

ル編
ニ

ウ*
ノ．.、 、
芝， 1
F－

一
廷
ノ
ゼ
卿
丁
淫
Ｌ
乳
．

、

句

ノ

〃

蓑
”
舟
顔
俄
含
●
‐

じ

、

’

１

、

憾
鰹
駿
入
″

~

1
/

｛

ノ

、
．

、

△

恥

，
、

７

１

。

、

、

l .

' 、

』 ． .､ ｡

÷.－均一－－－ .〃 甦・3－‘-も･茎ｼｰｰ

、

一

、

〃

四

〆

（

貫

）

六

百

八

拾

文

一

、

銭

五

〆

（

貫

）

五

百

四

拾

三

文

一
、
〃
三
〆
（
貫
）
五
百
四
拾
八
文

~~

阿

部

様

御

年

貢

米

帳

尻

過

米

｝

一

而

當

〆

相

納

、

従

し

是

除

ク

是

八

年

中

山

之

御

礼

諸

勧

化

村

入

用

是

ハ

御

拝

借

八

十

ヶ

年

賦

其

外

口

々

国

役

金

手

段

金

高

割

三
分
廿
〆
（
貫
）

是

ハ

蔵

附

入

用

無

利

足

者

－162－

~



一一

、
一
〃
〃
・
丁
．
‐
〃
疵
冗
鼻
ノ
ル
ー
排
Ⅳ
渉
・

、

０

１

１

グ

ー

“

。

β

，

け

■

〃

く

ｌ

侭

~

~

~

~

″
蝋
~
~

、

捻

夕

，

夕

Ｐ

ｊ

；
州
恥
鮒
，
曝
~

↓
歸
一

、

〃
汲
牟
郵

~~

-＝~.~、
一

~ 一
一
四

~~

看

・

＃

移

一
マ
マ
〃
ｆ

一

Ｔ

〆

ノ

峠

一

》

》

詳

八

糀

心

勢

職

淡

仁

も

ン

ゞ

１

－

，

－
１
ｆ
ｆ
ｒ
ｊ
唯
、
’

一

、

、

。

・

・

●

一

通
靜 L

，§，

、

１
，
１

1

タ

ヴ

~
グ
。

〃

１

４

胸

／
f/

′乳
『 阜 一 ： ． ‐

巳 － L一ニュー一一一
.一一

夕

餅

羅

奔

印

Ｉ

‐

ｊ

‘

Ｊ

〃

〃I
、一

○

申

予〆一・丁~一一
~

飽一-－－－ 一

一

惣Ｊ

ｆ

銭

百

弐

拾

六

〆

（

貫

）

~

弐

百

三

拾

七

文

一

、

〃

壱

〆

（

貫

）

~

文

是

八

当

日

割

入

用

〃

高

壱

石

目

一

一

付

三

百

文

是

八

韮

山

、

玉

沢

年

始

入

用

壱
〆
（
貫
）
二
百
六
拾
文

-163-

~

一
~~ ~

一

~~

一



’
~

~

｜

’

〃

節

、

『

農

~

擢

冬
江
ユ
・
〕

芙

奄

、

式

罪
陥
喘
盛
式
~
ｋ
ハ
伽
~
向

、

｜

跨

街

段

に

嘱

珍

雛

掌

~

／

~

令

吟

◇

Ｊ

ダ

Ｇ

Ｉ

》
、

智

』

．

”

〃

。

〃

．

、

零
童
黄

一
か

ノ

ー

‐

〃

１

１

，

一
附
け
鳥
ｆ
人
催
島

、

人

､

刃

６

ノ

剖

符、
．

“

、

一

声

，
覗
仰
群
ｊ
ｊ
ｉ
Ｉ
ｊ 庵

~~
・
~
陣

〆

一
、

■
串
二
七

一

。
ｂ
ｑ
垂

抄

■
９

，
４
４

堅一▲

一

、

〃

五

（

貫

）

四

百

三

拾

六

文

文

左

衛

門

一
、
〃
六
〆
（
貫
）
八
百

一

、

〃

百

八

拾

六

文

長

一

、

〃

弐

百

弐

拾

九

文

伴

一

、

銭

弍

〆

（

貫

）

六

百

傳

右

衛

門

六

拾

三

文

’
1

六

拾

文

良

圭
口 七 藏

－164－

~



~~~
~~

~~~~~

鵜

ｊ

悔

購
弾

房

漁

制

久

ゞ

祇
這

、

、

↑

て
一

入

・

↑

．

，

。

‐

へ

↑

」

ヤ

●

、

一

一
・
~
”
↓
姦
修
入
~
素
豊

ｒ

流

~

一

ｊ
叱
０
口
も
Ｆ

も
■
も
ク
ニ
■

〃

〆

〃

１

６

・

〆

傘

い

や

０

◆

》

釘

没
・
ｕ

ｎ

ｗ

岬

郷

～

》
Ａ
季
呵
や
可
．
。
１
１
１
〆
『
Ｉ

一

１

．

基

~

■

で

瓢

一

一

勺

一

・

〈

~

《

‐

担

訓

一

白

日

二一’

一

、

,イ ■
″
〃
●

、

＝

、

〆

ノ
β：
●

■

~ ~

人

~

〆

愈

む

■

』

Ｑ

鬘
９

〃

グ

ー-T/ １
１』

窪
緋 、~~~~L

、 一 吉~

~ ~~

一

一

、

〃

三

〆

（

貫

）

七

百

甚

兵

衛

拾

八

文

一

、

〃

五

百

弐

拾

壱

文

定

一

、

〃

三

〆

（

貫

）

四

拾

壱

文

幸

右

衛

門

〃

因

因

囲

因

因

文

久

百

六

文

－

源

助圭
口藏

-165

~~
~ ~

~一



｜
へ
~
、

い

．

△

ｎ

ｕ

ｌ

~

ｑ

同

肌

１

日

■

一

宇

屍

ヒ

ゲ

ｆ

ｆ

も ~~~
~~~

~

~
人

小

冬
雨

坐

~

~ ~~

一
寺
で
与
り
＃
＃
八
ハ

二
一
言
考

~
－｡－口一・『・一

、

シ

蓼
鯵
真

、
油 ｑ

Ｊ
ｆ

１

か

Ｉ

Ｆ
ｆ
期

へ

叺
鍔
ご戸

年

←、

／

プ

蝿1〃

¥グ

処

一

風
ー
~劃

f云
色 ．

<二一弓》
一q

え
迄
勺

ゆ
ち
’
句

Ｄ

Ｕ

Ｕ

″

Ｕ

Ｉ

ｌ

Ｑ

ｓ

タ

臼

．

ｉ

一

も
‐

Ｊ

・

ｑ

宇

勺

一

己

一

グ

ー

／

一
~

Ｉ
ｃ
Ｆ
ｏ
Ｆ

1

1

1

1

一

、

〃

拾

四

〆

（

貫

）

八

拾

五

文

良

右

衛

門

一

、

〃

拾

壱

〆

（

貫

）

九

百

三

文

庄

右

衛

門

一

、

〃

百

六

拾

弐

文

一
、
〃
弐
〆
（
貫
）
百
八
文

一

、

〃

五

百

六

拾

九

文

幸

次

郎

１
１
１

１
１
１
●
■
Ⅱ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
Ｉ
１
ｌ
ｊ
Ｉ
・

Ｊ
‐
、
１
１
１
．
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
●
８
１
１
１
１
０
１
１
１
！
‐

‐

４

１

ｌ

り

０

１

１

１

‐

！

‐
１
１
１

拾
五
〆
（
貫
）
目

由

右

衛

門

－166－

~
~~ ~



－

剣。 一一
つ

や

一修

彩
､久､－

．．、
j弘囚

･一一■-

． 『。

等

《

箕

一
帳
老
隻

多
総
童
久
象
巡

少

、

、

一一
一

・

◆

、

Ｊ

Ａ

ｌ

Ｏ

ｊ

〃

“

ネ
語
易
一

一

６

０

０

３

Ｄ

Ｊ

ゆ ：

班
病
み

一

Ｊ

一

｡"

~ ~~
~

画一←凸一一一こ

一

、

〃

七

拾

文

一

、

〃

七

百

四

拾

六

文

お

志

（

し

）

ゆ

ん

一

、

〃

七

〆

（

貫

）

五

百

六

拾

文

光

明

院

一

、

銭

五

〆

（

貫

）

四

百

拾

八

文

安

右

衛

門

一
、
〃
壱
〆
（
貫
）
八
百
五
拾
三
文
要

平

右

衛

門
七

-167-

~



‐ 、 戸…
諏
一

ノ"

』

／

琴

多

蝋

・

獄

珊

忽

~

静

鍵

！

‐

耗

卜

誹

り

一

。

■

２

Ｖ

Ｕ

４

０

Ｇ

Ｐ

Ｄ

、

、

巳

、

1鱒
綴
冷
ら
恥
鴬
呼
坐
牧
蝿
娯
へ
い
餅
室
侭
、

１

、

９

，

、

熟

砺
訳

ユー
点 . ｡

,.．、
－9

①

V

可
八
〈
~
下
、
や
”
＃
劇
川
辣
溌
沙
瓢
鋼
丸
鋺
仰
１
《

I

Ｆ
７
ｂ
Ｄ
■
Ｂ
■
Ｊ
■

人 I
V

i メ、
、
、

ノ

〆〆
ノ

〃

｢

（
’ノ
--.~"・gEg-- 了 ．』凸〆一再室一

一
、
〃
四
〆
（
貫
）
三
百
拾
弐
文

一
、
銭
六
拾
弐
〆
（
貫
）
八
百
拾
五
文

一
、
〃
四
拾
四
〆
（
貫
）
三
拾
壱
文

是
者
盆
前
後
、
往
還
掛
り
高
百
石
二
付

金
六
両
弐
歩
、
外
二
壱
歩
弐
朱
卜

永

五

十

文

、

其

外

共

雑

用

元

利

是

八

年

中

村

役

人

小

田

原

行

是

ハ

夫

中

間

納

井

組

合

割

（
小
使
）

－168－

~
~ ~~



’ 厚 い

｜ ~ ■

、 ↓ 睡

轄 デ ー 窪

蕊 一 一

胸
四
○
F

矢
ご
●

課
'称
●

可

A

~

●

フ
計
吋
ャ

-
J
H
W
訓
州
訂
呈

.
s
i
'
W
m

!



ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

。

■

戸

司

ｊ

二

Ｐ

Ｊ

ｄ

■

●

Ｊ

『

『

‐

‐

口

■

・

ロ

ロ

ニ

亭

一

ヶ

Ｊ

詞

ユ

グ

琴

ｊ

″

一

ク

マ

圃

叩

爪

少

↓

僻

も

Ｅ

釈

加

川

一

ひ

素
贈
別
〃
也
序
を
八
秒
ｆ
／

、

■

１

１

１

１

１

卜

の

跨
刈
垂
囲

》
用
快
穆
長
い
桐

÷

〃
崩
仙
《
小
粋
排
榊
倒
甦
卿
呼
も
心
舟
〃
″
へ

掌
朴
釜
岬
求
聡
損
署
喜
桐

坐
与
調
な
み
談
目

右
用
水
毒
角
肖

蓼
用
戒
鞠
嶺
一
言
液
二
個

仁
征
弥

堰
長
六
個

’

；墓
ｒ
ｂ
４
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｊ
■
■
Ｂ
■
Ｉ
ｌ
Ｐ
Ｂ
■
ｌ
ｈ
■
８
８
Ⅱ
１
Ⅱ
や
Ⅱ
Ⅱ
日
匹
Ｊ
ｒ
４
■
■
、
巾
４

諺
一
手
塔墓 ’

咄
加
吋
姜
一
乙
’
八

劾
召
り

巾
ツ
パ Ｉ

：
Ｉ

巾 中
三
叉

蒜
璽
出
ノ

美 暑

稔

尺

一

吟

ー

糸
川
画

一

前
1I1

弓幸

I

瀞
／
~
~
Ｌ
Ｘ
脚
百

畠
，
差
塔

lil
語
客
〃
牡
外
人
右
韮
訓
撫

芽
下
色
謬
峪

壌 末
朧
茎
綴
喜
蔵
臆
う
雁
耐
蓄
爵
涜
蓋
刈
景
を

半
大
牛
鍋
抄
憩
~
這
壹
否
駒
聿
馬
尭
参
参
号
ヶ

吻
朴
剛
Ｉ
令
旋

郡

１

大

禰

豚

￥

「

門

曙

吻

皇

味

Ｉ

荊

協

吟

ラ

押

長

砂

竪

に

？

Ｉ

｜
胴

赤

寺

″

牟

暗

川

山

Ｉ

”

叢

形

堂

７

附

卜

田

狩

え

胎

略

可

~

７

Ｌ

刷

糸

〃

緑

里

１

六

鮎

芯

、

万

一

一

叶

以

淵

ふ

犀

Ｊ

い

り

ｆ

柿

ォ

に

佛

脚

１

吋

〃

北

Ⅲ

叩

Ｊ

”

ノ

肌

Ⅱ

川

哩

卜

戸

ｘ

眺

唾

舶

觜

Ｉ

摂

圭

含

今

、

唾

１１

峰

、

毒

Ｊ

塗

和

大

宝

吻
海

Ⅷ

曇

幸

や

イ

ー

‐

Ｉ

み

汀

ノ

弟

噌

税

＃
六

右

小

田

嘩

鯵

胴

勺

』

停
曜
函
醇
狸
却
大
林
前

I

茎
心

7



や
通

~
制
‘
漆

宝
.型
ｺｿ
ｰ靹
哉
‐
榊
嗣
P唇

秘
夢

汁

~

声

卦尋

１

職 一

判 ~ 嘩
令 、 韮 ・ ↑■ ０ ６ ．

一 》 字 ． 眠 り ・ 弘 一レ
ー 恥 一 ・ ．
~
一

ｆ

嵯 蝿
〆

昇

一
一
一
日
F
ｰ

憾
測

砦
挿
船

や
>油
銅
型
､予
w－
¥殉
州
>～

-恥
悌
啓
糾
沙
一
L今
際

導
燕
商

V

-毒
献
､w
､鞠
吋
計

-い
劃
i苅

>洲
'昔

、

''
誠

I

Yい
連
>い
w寺
需
顎
ﾉｰ

齢
叶

郡
ﾗ;
ﾌ海
-弾
砺
尋
§
跡

■

a 8
ﾗ､
*港
’

~
~

一



－

二



罰~



一
Ｆ

ノ
ｊ
ｌ
ｌ
ｉ

函南町古文書資料集(三）

－大竹・田中家古文書(壱)－

発行函南町教育委員会

刊行平成9年3月

印刷三島市梅名720

㈲森山印刷





~

＄

塾
隆一


